


霊 感 あ る メ ヅセ ー ジ ／

１２使徒評議員

ス ペ ンサ ー ・Ｗ ・キ ン ボ ニ ル

…

しかにこの世の人 々は，かつてないほど神からの啓示を必要として
た

いる。主が昔のパ レスチナに住んでいたほんのわずかな人々にだけ

啓示を通 ・てその懸 な・とがら轍 えようとな・・た・・考えたり・・ ｉ

ス ラヱル の子 孫 が いま しめ を守 って生 き な けれ ば天 を 閉 じて しま お うと主

が語 られ た よ うに， 今 日 この さ しせ ま っ た時 代 に啓 示 が 与 え られ な い な ど

と考 え る こと は， 不 合 理 な こ とで は な い だ ろ うか 。 主 は ， 次 の よ うに述 べ

て お られ る。

１繭 顧晦、 「わ た しは あ な たが たの 誇 り とす る力 を砕 き， あ な たが た の天 を鉄 の よ

う に し， あ な たが た の地 を 青 銅 の よ うに す るだ ろ う」 レ ビ記 ２６：１６

も し聖 書 が 璽ｑ最 後 の 予 言 者 の書 ” で あ ると い うな らば， そ れ は信 仰 の欠

晦
囁 如 に よ るの で あ る

。 そ うい うわ け で， 信 仰 に欠 け る一時は い つ で も天 は閉 じ

うれ門を・ざ・れて鉄のようになり慰 ・醐 の鞍 ｒ鱗 のであ・・

主は決 して人々に強制をなさらない。 『

儒仰がなければ顕現 （しめ し）は与えられないのであーり批犬々が自分自険 噛

身の限られた考えや解釈に頼って満足 しているのなら，主は当然人々の選

ぶがままにまかせておかれるのである。

我々はたしかに神が生 きておられ，昔 も今 も永遠にわたって変 りたまわ

ないことを知っているので，人 と神との交わ りの深さの度合によって人々

の信仰のあつさと霊性 とを測ることができるのである。
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教 会 歴 史

４月 ６日

１８３０年 ：末 日聖 徒 イ エ ス ・キ リス ト教 会 回復

さ る。

１８７７年 ：セ ン ト ・ジ ョー ジ神殿 献堂 さる。

１８９３年 ：ソル ト ・レー ク神 殿 献 堂 さ る。

４月 ７日

１８２９年 ：ジ ョセ ブ， ス ミス， モル モ ン経 の翻

訳 を 開 始 す る。

４月 ９日

１９５１年 ：デ ピ ッ ド ・０ ・マ ッケ イ ９代 目の大

管 長 に支 持 さ る。

４月 ２０日

１９５８年 ：ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド神 殿 献 堂 さ る。

今 月 の 表 紙

ヨ ー ロ ッ パ の 風 景

カッ トは石井尊士兄弟 （横 浜）

＼

＼

’

、

、



〈予言者のことば〉

キ リス ト

よみ が え り給 え り

大管 長 デ ビ ッ ト ・０ ・マ ッケ イ

体 を有 ち た も う神 の存 在 を うけ いれ な くて １ま， だ れ も私 た ちが イー ス ター と して祝 うで き ごと， 復 活 を うけ い

れ る こ とが で き ませ ん し， そ れ に対 す る矛 盾 の な い確 信 を持 つ こ と もで き ない の で あ ります 。 復 活 に よ っ て キ リ

ス トは死 に う ちか た れ ま した。 イ エ ス の復 活 を信 ず る こ と は また 人 間 が 不 滅 で あ る とい う こ とを も意 味 す るの で

あ ります 。

イ エ スは ち ょう ど あな た や私 が 出会 って い る よ うに， この 世 の す べ て の 経験 を経 られ た の です 。 苦 しみ を経 験

し幸 福 を知 りま した 。 そ して すべ て の人 々 と同 じよ うに死 を 味 わ いま した 。 死 の 後 もイ エ ス の霊 は生 き， そ の ホ

う に あ なた や私 の 霊 も生 き るの で あ りま す。

次 の よ う に言 え る こ とは言 葉 に尽 せ ない 「た か ら」 で あ ります 。

「わ た しは 知 る
。 わ た しを あ が な う者 は生 きて お られ る。 後 の 日 に彼 は必 ず地 の上 に立 た れ る。」

（ヨブ記 １９：２５）

生 け る瞭 い主 を この よ うに証 しで き る人 は そ の身 も霊 も永 遠 の真 理 に しっか り と基 い を お いて い る人 で あ りま

す 。 人 の霊 が 死 の入 口 を 通 り誇 らか に永 遠 の生 命 へ と の ぼ る こ と は，私 た ちの 贈 い主 キ リス トが与 え られ た輝 か

しい メ ッセ ー ジの 一 つ で あ りま す。 キ リス トに とっ て こ の地 上 の 生 涯 は た った 一 日の こ とで あ り， そ の閉 幕 は ，．

た だ一 日の 太 陽 が沈 む こ とで した。 わ ず か な眠 りに しか す ぎ ない 死 は， 永 遠 の王 国 の素 晴 ら しい朝 の め ざめ に と
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死 を恐 れ る理 由は何 もない， それは人生 のひ とま くの出来事 にす ぎない。

、

ってかわ りま した。マリヤとマルタが暗い墓に横たわっている兄弟のラザロを見た時，キリ冬 トはラザロがまだ

生きていることを知っておられました。このことをキ リス トは 「ラザロは眠っているのだ」と短い言葉で言われ職

ました。

・復活祭の礼拝に参加するすべての人が，十字架にかけられたキ リス トが実際に三 日目に墓か らよみがえられた

＼ 、 叱 霊界で他のものたちと交。椴 その霊・・つき刺・れた肉体を再び活か図 四＋日彫 々の間に留ま

．、、等一 騨㍉られた衝 栄光イヒされたお方として御父ρ許へ昇って行かれたことを知ったら，今 日疑いと不安になやむ人たち
Ｆ．

にどれほどの平安がもたらされることでしょうか。

騨陶騨臨 ボ ㌦ 、 人が不滅であるという知識は，イエスが現実に復活 したもうたことに基いを置いているわけでないことは本当

ですが，それにもかかわ らず，イエスが墓からよみがえりたまい弟子たちと交わりたもうたという確かな事実は

多くの面で，入が不滅であるという望みを最 も強固に支えるものであります。

律って死を恐れる理由は何 もありません。死 とは人生に於ける一幕の出来事にす ぎないのであります。それは

誕生と同じく，自然なことであります。私たちはなぜそれを恐れなければならないのでしょうか，ある人はそれ

がしばしば最 も貴重なものとしている生命の終 りだと思っているので恐れるのです。永遠の生命は人に与えられ

る最大の祝福であります。

もしも人々が暗い陰うつな墓を希望のないまなざしで見つめることを止めて 「主のみこころにそおう」 とする

なら，その眼を天に向け 「キ リス トがよみがえられた」 こと誉知るに相違 ありません。

キリ界 トはこの世を罪から瞭 うために来 られました。すべての人々に対する愛を抱いてすべての人々の罪を賭

い再生されるために来られました。キリス トを私たちの理想像として選ぶことによって，私たちは自らのうちに

キリス トのようになりたいという望みを持ち，またキリス トと共 に親 しく交わることのできる人間になりたいと

望む ものであります。私たちは自らがそのようになるべきものまたな り得 ると諒解 しているのであります。

畳 十二使徒の長であ
ったペテロや疲れを知 らぬパウロ，また予言者ジョセブ ・ス ミス及びよみがえりた もうたキ

リス トに真実従 った人々はキリス トをおのおのの救い主として認めていま した。何 とならば，主は 「これわが業

にしてわが栄光，すなわち人に不死不滅 と永遠の生命とをもたらすなり。」 （モーセの書 １：３９）

と仰せになり，社会主義や共産主義国家を永続させるために個人を犠牲にせよとは仰せにならなかったか らであ

ります。

キリス ト教会の会員は，罪のない 「人の子」をその理想像 としてうけいれる責務を負っているのであります。

マ キリス トこそかつてこの地上に生をうけたもののうちで
，唯一の完全な御方であり，崇高かつ高貴な模範であり

神性をそなえた御方であり，愛の完全なお方であり，購い主であり，救い主であり，天父の清 らかな独 り子であ

り，光であり，生命であり，道であるのであります。

心の奥底から私はイエス ・キリス トによって死が克服されたことを知っていると申し上げます。なぜな らば瞭

い主は生き給い，そのように私たちも生きるからであり・ます。
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復 活

十二使徒評議員会補助

ス タ ー リ ．ン グ ・Ｗ ・ シ ル

私た ち人間の もつ最 も偉大 な思想 は，個人が不滅 である、とい うこ

と，身 も霊 も永遠 の栄光 を受ける とい うことでなければな りません。

生命の創造者 で ある神 は私 たちの永遠 の進歩 と幸福についての聖 な

る計画の創造者で もあ ります。私 たちが その計画を私た ちの生活の

側へ引 き．寄せ ることがで きなければ， この計画 はその可能性を失 っ

て しま うのです。何事 に於いて も完全に通 じて いる人 は一人 もいな

いのです か ら詳 しく全ての ことを理解 していない とい うことによっ

て，信仰 を持 ちまた従順 にな ることを妨 げ られ るべ きではあ りませ

ん。私 たちは自分 の誕生や生命や死 についてわか って いませ ん。 あ

る人々は自分 たちが理解で きない事 は何 も信 じる事 ができない と言

います。 けれど もこの哲学 は私た ちの信念 に如河なる本質 的な成功

も不可能 であるとい う厳 しい制限を付す ものであ ります。

イエスの最 も意味深 い教えの一つは 「信 じる者 にはどんな事で も

できる」 とい う大切 な宣言で あります。 もし健康 と食 物の法則 を信

じるな ら，た とえそ こに含 まれ るすべての過程 を理解 していな くて

も大きな祝福 を受 けます。 これは電気についてよ く知 らない人 でも

光 ，電 力，熱 の恩恵 を受 けることがで きるの と似 ています。

私 た ちは万有 引力 の法則 を発見 したアイザ ック ・ニ ュー ．トンを賞

讃する ものですが， その引力 自体 は発見 されていません。 引力が作

用す るい くつかの事象 を発見 して いるだ けで あります。 誰一人 とし

て電気 ・太陽光線を真 に理解 してはいませ ん し， どの ように草が生

えるのか も知 ってはいませ ん。 また心が どのように働 くのか，細胞

が どのよ うに再生するのか も知 りません。今か ら３００年 余 り 前 の

ハー ヴェイの時代まで，血 液がどのよ うに循環す るの かわか りませ

んで した。現 在で も，近代 的によ く設備 された研究室 にいる最 も賢

明な科学者で さえ赤血球を創 り出す こともあるいはどん ぐりを創 り

出す こともで きないのであ ります。誰 一人 として生命 を創造 し，死

を防 ぐことがで きません。存在に於 いて，最 も貴 重な もめは生命で

あ り，人生 に於いて最 も重要な出来事の一つは死 であ ります。

死 は不滅へ到達す る門で あります。明 らかに死は偶然 な出来 事で

もなければまちが いで もありません。

肉体 が一時 的に霊 と肉 とに分け られ るのは神 の ご計 画の一部であ

ります。 すなわち， 肉体が復活 し，身 と霊が昇栄す る前の霊の最後

の清あであ り，体験 なのです。

多 くの人 々は死 やきれにまつ わる事を不快 に考え る為に死に対 し

て正 当な考慮を払わないで きま した。 たち亮 につ いて十分 に考え る 圃

ときにのみ私 たちは死 に対 して万全の備えをする ことがで きるので

あ ります。死 は無視 さえすれ ば，な くな るとい うもので はあ りませ

ん。 肉体の文字通 りの復活を含む全ての神 の律法に確 かな信仰 をも

つ事によ って，私 たちは自身 に大 きな悦びを もた らす事 が で き ま ．．ぬ ．・網 噸噸

す。確か に復 活の全ての過程 を理解 してい なけれ ば復活を信 じる事

はで きません。私 た ちは如何にす れば成功で きるか。その一番の手

段 は永遠の父な る神 を信ずる信仰 を持つ事です。

疑い もな く云 える事 は，多 くの人々が全 く神 を低 く評価 してい る

とい う事実です。非常 に多 くの人々が神 を信ぜ ずほとんどが不 明確

に信 じて いるだ けで あり，結局は老え る事ので きないある神秘 的な

「．理解 の しよ う
．が ない実体の ない影響力 として神 を想像 しているよ う

です６ もし私 たちが，聖典が述べ るその通 りに神 を考 えた らどんな

に助け となる事 で しょうか。聖典 には，神 は全智全能 のお方で，私

たちは神 の姿に似せ て創 られたと記 されて います。神 は文字通 り私

たちの霊の父 であ り， イエス ・キ リス トは肉 に於てその独子であ り

ます。神 は律 法や驚異 や秩序 や美 のみなぎる，無数の世界を お創 り

にな られた御方です。神 は単に私 たちの霊 の父 だけで な く，私 たち

に心か らの関心を持 って下 ざっている御 方であ ります。私た ちのた

め に永遠の計画をおつ くりにな って，その恵みを鈍感 で しか もしば

、一しば不従順な私た ちが理解 で き， とり入 れ弓事 のできる僅 かな もの

だけ に限 らなか ったのです。 私た ちが誇 りとす る知識 の全てを以っ

て して も，私た ちは神がお知 りにな ってお られ る何万分 の一 も知 り

得 ない し， また神が私た ちのため に貯えてお られ る祝福 の ごく僅 か

な部分 さえ も理 解で きません。パ ウロは次のよ うに述 べ ま し た。ら

「しか し，聖書 にあるとお り， ｒ目が まだ見ず，耳がまだ聞かず，

人 の心 に思 い浮 び もしなかった事 を，神 はご自分を愛す る者た ちの

ために備 え られた のであ る。」 （１．コ リン ト２：９）

私 たちの弱 さをもかえ り見ず， どう して神を疑 うので しょうか，

どうして神 を信 じないで無視す る ことがで きますか。神は有害であ

ること，気 ま ぐれな こと， 一時的な ことをな さりません。 聖 典 は

「神 がな さる事は如何 なる もので も永遠 に続 く，」 とい うこと を 指

摘 してい るに もかかわ らず，私 た ち自身 の理性 をもか えりみず に し

ば しば，人生 とははかない，苦渋 に満 ちたもので あると老 えた りす

ることが．あ ります。 その結果，私 たちは永遠 の父が， その愛す る子
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幹駕

供 たちに準備 された計画壷全然行なわずに済 ま しているので はない

で しょうか。

ある人 々は，永遠の生命について考 えよ うともしません。 また私

たちが肉体 と呼 び，個性 と呼び，感情 と呼び，記憶 と呼ぶ これ らの

素晴 しい創造物を永遠に奪い取 られるかも知 れぬ と老えています。

また私た ちがすべて大海 に溶 け込んで行 く無数 の小 さな雨滴の よう

に個人 の本質を失 って しまうのだ と考 えている人 もいます。 また こ

のように尋ね続 ける人 もいます。 「神 はどんな仕事を してい ると考

㍉ 繍 いいのか？、と．神は人に生命を与え渚 える心を与え凌

陶 』圏照 晒・

す る心を与え，働 く手 を与え られた。だが これ らの神の御業を時間

の経過が価値ない ものに して しま うと考え る ことがで きるで しょう

か。 この ような考えは父なる神 にとって信 じられな いまた，全 く価

値のない ものなのです。私 たちは経験 もない小 さな私たちの子供 が

より賢明で より多 くの経験 をつ んだ両親の忠告を受け入れ るよ うに

期待 します。 もしも５才 の子供 が自分の意の ままに行 こうと々 た ら

問題が生ず るだろ うと思 います。学校 を休んで しまうか，または健

康を害す るか， よくない ことが予想 されます。 も し神様 に全幅の信

頼を寄せ るな ら文字通 りの肉体 の復活 とい うとて もすば らしい教え

を一生懸命勉強す ることで しょう。私 たちが信仰 を強め るな ら神 の

すべての祝福が，それを受け るにふ さわ しいあなたに与 え られ るで

しょう。

初めに，私た ちは数種 の復 活がある と教 え られて います。正 しい

者 の復活 もあ り，不義 な る者 の復活 もあ り，両者 の間には非常 に多

くの段階があ ります。 この点について， イエスは次 のよ うに述べて

い ます。

「善をお こな った人 々は，生 命を受けるためによみが え り，悪 を

おこな った人 々は， さば きを受けるためによみがえ って， それぞれ

出て くる時が来 るであろ う。」（ヨハネ ５ １２９）

正 しい人 も悪い人 も，復活 します。 「なぜ な ら， アダムにあって

すべての人が死んでい るの と同 じよ うに， キ リス トにあ ってすべ て ．

の人が生か され るのであ る。」 しか しもし，私 たちが正 しい道 を踏

む な らば，個人の復活を高め ることが可能 なのです。

ヘブ ライ人へ宛てた手紙の中で，パ ウロは次の ように述 べていま

す。

「日の栄光が あり，月 の栄光があ り，星の栄光があ る。 また， こ

の星 とあの星 との閻 に，栄光の差があ る。 死人の復 活 も，また同様

である」（１コリン ト，１５：４１～４２）

近代において私 たちは啓示 を通 して次の ように知 らさ れ て い ま

す。 もし私 たちが福音 の律法 に完全 に従 って生 きるな らば，私 た ち

は 日の栄 光の体 をも って復活す る力 を授 励 られ るで しよ う。 と。

私 た ちは，肉体 が現在 のままで本 当にす ばら しく美 しいもの と考

ていますが，本当は もつ と素晴 らしいもので あ ります。 それをパ ウ

４２

ロは次のよ うに言 って います。

「朽ち るものでまかれ，朽 ちないものによみがえ り，卑 しい もの

で まかれ，栄光あ るものによみがえ り，弱 いもので まかれ，強い も

の によみがえ り，肉のか らだで まかれ，霊 のからだだに よみがえ る

のであ る。」

もし私 たちがど うしても この復活 の力を理解で きなければ，神 が

どのよ うに して血肉 と骨髄，知性 と理性，想像力 と個性 をかね備え

た最初の作品であ る人を創造 されたか， その力 を考 えて ごらんな さ

い。、毎 日の私た ちの生活をみても，弱 くはか ない人間で さえも，す

ば らしい創造力があ るのに， ど う一して神が約束 されたことが， おで

きにな らない ときめつけて しま うので しょ うか。

私た ちは非常に多 くの人々の見つ める中で行 われたイエスの復活

の例を知 ってい ます。 しか もイエスの復活後 に多 くの人 々の復活が

あ りま した。

「また墓が開 け，眠 ってい る多 くの聖徒 たちの死体が 生 き 返 っ

た。 そ して イエスの復活のの ち，墓か ら出てきて聖 なる都 に入 り，

多 くの入 々に現れた 。」 第 一の復 活は，１９００年以上 も前 に始 ま り，

キ リス トが福千年の間地球を治め給 うために栄光 をも って おいで に

な るときに終 るので あります。キ リス トがおいでになるとき，神 に

従 って生 きて いる人 々は，彼 にあ うために上 げ られます。 （皿テサ

ロニケ ４ ：１７）。 また， ヨハ ネ黙示録 ２０：５～ ６に，

「これが第一の復活であ る。 この第一の復活 にあつ かる者 は， さ

いわいで あ り， また聖な る者であ る。 この人た ちに対 しては，第 二

の死 はなん の力 もな い。彼 らは神 とキ リス トとの祭司 とな り， キ リ

ス トと共 に千年 の間，支配す る。」義な る者 の復活 にふさわ しくない
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者 は，福千年後 に起 こる不義な る者 の復 活まで，待 たね ばな りませ

ん。

復活 に関す る信仰の最大の問題 は，私 たちが先ず，肉体の重要性

を理解 していない とい うところにあるよ うです。人間の肉体が神 の

最大の奇蹟である とい う事実 にもかかわ らず， その肉体があ る種の

罰 として与え られた と教 え られて いる人 々がいます。 彼 らは獄 屋に

とらえ られてお り， 肉体 の死 は，霊へ の歓迎すべ き解 放であ ると考

えています。 しか しなが ら， も し死ぬべ 去肉体が必要 で な い な ら

ば，先 ずそれが創 られるということはあ り得なか ったで しょう。 も

し，それが永遠 に必要 なものでな いのな ら，復 活は決 して考 え られ

ることもなか ったで しょう。肉体が父な る神に必要 でないな ら，子

なる神 も決 して復活 しな均）ったで しよう。 イエスの復 活は，一時 の

気 ま ぐれ をただ満足 させ るための ものではあ りませんで した。 イエ

スは復活後 もその肉体を失いませんで した。 それは消 え 失 せ も せ

ず，宇宙空間 に，あ る場所を占め るために神秘的 な方法 をとったの

で もあ りません。神 は，骨肉，人格，感情 かた ちのな い認知で きな

いもので はあ りません。近代 の啓示 は，神 が私た ちの父な る御方で

あ り，その像にかたど って私 たちが創 られ たため に両親 に似ている

子供であ ると教 える聖書 を証明 して おります。 しか も父 と 御 子 と

は， この末 日において地上 に再び現われ給い，御 二方がそれぞれの

栄光 を もった別個の御方であ ることを知 ってお ります。近代 の啓示

においては，次 のように述べています。

「御父 は，人間の有す る肉体 と同 じく触知 し得 る骨肉の体 を有 し

た もう。御子 もまた然 り。 されど，聖 霊は骨肉の体 を有 ちたまわず

して霊の御方な り。 もし然 らず とせ ば，聖霊 われ らの中 に住みた も

うこと能 わ じ。」

（教義 と聖約 １３０ ：２２）

霊だけでは不完 全で あるにもかかわ らず，神御 自身か らその体を

奪 い とって しまおうと主張す る人 々が います。あ る人は父な る神 を

霊 に して しまお うと し， また単な る影響力 にして しまお うとした り

しています。 また，あ る人は神を普遍的な原理 として説 明 していま

す。 あなた はどうした ら自分の肉体 やその一部を失 った り，単 な る

影響力 にな って しまった り，普 遍的な原理 にな って しま った りす る

ことがで きるで しょうか。 あ る人は無知 のために と云 い わ け を し
．．
て，主の御言葉 に反抗 していますが， それで も私た ちは自分が何 か

あ る重大な問題 に直面 している とい う実感 をふ り捨 てるわ けにはゆ

きません。私 たちは ビタ ミンを知 らず，電力や太陽光線を理解 して

いな くて も， それ らの恩恵 に浴 そうと努力を してい ます もし神が初

めに私た ちをお創 りにな られた とした ら，神が私た ちを復 活 させて

くだ さる とい う約束を守 る力を お持 ちにな ってお られる ことは，確

かな ことで あ ります。

かつて， ウェル ナξ ・フォン ・ブ ラウン博士は次のよ うに述べ ま

した。

「多 くの人々は，科 学が宗教 的な考 えを時代 に合わな い流行遅れ

だ ときめつけてい るよ うに思 っているが，科学 とは疑問を持つ とこ

ろにほん とうに驚嘆す る ことがあると私 は考えて おり ま す。 例 え

ば，科学 は 自然界 において，極小の分子で さえ も跡形 な しに消え失

せて しま うことはないと， しらせて くれて います。 自然 は，死滅 を

知 らず，知 られ ている限 りにおいてそれは変形 す るのであ ります。

もし神 が この基本原理 を， その宇宙の極 微の とるに足 らない部分 に

適用 した ど した ら，そのよ うに人 間の霊魂 に も適用で きるのは，．確

かな ことで はありませんか。科学が私に教 えて くれるすべ ての事柄

は，絶 えず私を教え続 けてお り，死後の霊の存在 が継続 するという

信念を強めて くれてお ります。何故 な ら，形跡 のない消 失は， ひと

つ と して ないか らです。

いつの 日か私た ちは， この偉大な出来事 が私 たちにと って真実な

もの とな り，個人の体験 とな る時 と場所 とに到達 するで しょう。 も

し私た ちが，義なる者 の復 活の最高 の祝福 にふ さわ しい者で あった

とした．ら，その時の私 たちの喜びはいかばか りで しょう。 ウィ．リア

ム ・ジェイムスは， か って次のよ うに述べ ま した。

「永遠 の生命 を受 けるにふ さわ しい人が実在す るとい うことが
，

永 遠の生 命をも っともよ く証 明す るもので ある」 と。私た ちの最 も

大切な責 任は，栄 ある 日の栄光 の復活 にあつか るにふ さわ し くな る

ことであ ります。 そ うすれば神 はその余のすべての ことの面倒をみ

て下さるのです。 その時清 らかな ス ピリッ トが，私た ちの血管に流

れ，．私 たちは神 のようにな り，神の 国で共 に永遠 に生 きるのであ り

ます。神が私た ちを そのよ うに祝福 して下 さいますよ うイエス ・キ

リス トの御名 によって お祈 り申し上げます。 プー メン。
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心 の

レノは前 の日 ノヨテ 茅か戸棚 の上に置 い力

ていった まま，す っか り忘れていた手紙

を思い出 した。 そ して部屋 にひきこもり一人

きりになって，先生か らだ といっその手紙 を

手に とった。 カ レノは娘の ノヨテ ィかそんな

に も早 く普通 の生盾 に戻れたのか と驚いた。

環境 によるのか しら？ ノヨテ ィは読書 を し

ていて も 死 に直面 した子供 の非 しみな とを

全 く感 しさせ なかった。 あの子は どれ位斐 し

んていたのたろ う？ カ レノは封筒を開いて

手紙を読 み始 あた。

「ウィル ノノ様 １２時半 から １時 まての間

か 放課 後 御都 合のよい時 においていただ

きたい と存 します。 メ リー ノヤク ノノ」

「御都合のよい時に」ノヤクノノ先生は夫の

アー トが亡 くな った ことを知 って おられて

急を要 す る相談 てなければ急 こ っとなさらな

いのて しょっ。 算数 の点か また悪か ったのか

しら。彼女は夫か問題 のある時にはいつ も助

けにな って くれた ことを思い出 した。 カ レノ

はその 日学校へ行 こっと思 った。 ノヨテ ィの

勉強をみてあけな くてはな らないのな らそう

しよっ。彼女 は ノヨテ ィに とって父 と母 の両

方の役 目を果た さな くてはな らなかった。

カ レノは思いきって ノ ヨテ ィに会お っと決

めた。子供 は感 じやす く 時にはひ っくりす

るほといろいろな ことを覚えている ものなの

て 悲 しい この時期 に不幸な思い出か これ以

上重 な らないよ っにと 今 まて カ レノはお も

しろい話や お しゃへ りな との刺激を与兄ない

て ノ ヨテ ィをそ っとして おいたのだ った。 ノ

ヨテ ィは 父か死 んだ時 か らす っと引 きこも

りか ちて 食事 も黙 って とり 食べ おわ ると

す くに学校や 自分 の部屋へ行 くという毎 日だ

った。以前の ような生 盾を 今度 は二人て始

めな くてはな らない。 そのために勤 あよ っと

カ レノは決心 した。 ノヨテ ィかいるのをとん

なに感謝 した ことだろ っ。 ノヨテ ィー人て は

中 で

ア イ タ Ｍ ハ ー カ ン

淋 しいたろ うと考 κて も っ一人の子を養子に

もらっはすだ ったか 病弱 なアー トに とって

これ以上家族 かふ πるのは無理 な こ と た っ

た。 カレノは著 しみの っちにも 思いや りと

信頼 に満 ちた暖いアー トと娘 ノヨテ ィの きず

４４



なを思い浮かべて， 力な くほほえんだ。

それか ら二時問ほ ど後，学校へ 向か う途 中で彼女は夫 とジ ョデ ィ

がよ く宿題をいつ しょにや っていたことを思い出 した。 高校の先生

だ った アー トは子供 たちに深 い愛 を持 ち， その人生をほ とんど彼 ら

と共に費 した。 ジョディにとって， アー トは父であ り師 であ り監督

であ り友人で あった。 カ レンは父の死によ って穴 のあいた ジョディ

の心 を満 た してやれ そうに思えなか った． ジャクソ ン先生 はきっと
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ジョデ ィが勉強を満足 に していない とお っしゃるに違 いない とカ レ

ンは思 った。 」

しか しジ ャクソン先生は ジ ョデ ィの勉 強については何 も言 わず額

に しわを寄せなが らこう言 った。

「お子 さまがなぜ あのよ うにみ んなか ら離れて いるのか不思議な

のです 。」 ●

「あの子 にそ うさせ るので はあ りませんの ？」

カ レンは こう言 って感情的 にな って しまつた 自分 を後悔 した。先

生 は親 しみの あるまな ざしで カ レンをみつめた。

「い いえ，そ うではあ りません，。 お子 さまは始めて死 に接 した

ので しよう。 私は同 じよ うな経験 を した子供た ちを何人か見て きま

したけれ ど ジョデ ィのよ うな子供 は始めてです。何週間 もこの状

態なのです。 小 さな子供 は人生の悲 しみ に抵抗す ることができない

ものですわ。一人 の世界 にと じこもって くよくよ しているよ り，外

に出て友 だちと遊んだ方が よいで しよう。」

「で もあの子 は父親 に とて もよ くなついていたのです
。

カ レンはひ きこもってばか りいる ジョデ ィの ことを気 にしてい る

と思われた くない気持 もあ ってそ う心配 は して いな いとい った様子

を しなが らも， ジョデ ィの振舞 いの普通でな いことを認 めた。 片親

を失 った子供 は残 った片親 にいっそう近づ くものだ と考 え られない

だろ うか。

手袋 を とった りはめた り しなが らカレンは静 かに言 った。「私 たち

は娘 ととて もうま く行 っていま したわ。娘 は養女 なのです。時 には

養子 の方が生みの子供 よりなついてかわい くなる ことも ご ざ い ま

す。 そうはお思いにな りませ ん ？」

「お子 さまを愛 しておいで になる ことはよ くわ か りますわ
。彼女

のゆ ううつな気持 を直 して下 さるよ うにお願 いしたいのです 。」

「ゆ ううつな気持」 この言葉 は家 に帰 る時 もず
っとカレンの心 に

わだかま りとなって残 って いた。 こんな言い方が，いつ も元気で愉

快 で楽 しそ うな娘 にあて はまるなんて信 じられない。 信 じられない

と言 えば，ジョデ ィが この何週間，母親か ら遠ざか っている こともそ

うだ った。 カ レン自身が悲 しみ にま ぎれてその ことに気づ かなか っ

たのだ。 も うすんだ ことは気 にすまい。 先生 は何で も知 っているな

んて， いった い誰が言 った言葉だろ う。

しか し何 とか しなければな らなか った。直接， 「ジョデ ィ， ど う

して私を避 けるの 。」 と聞いてみよ うか しら。 始めか ら隠す よ うな

ことはしなか ったので ジ ョデ ィは 自分 が養女 である ことを知 って い

る。二人の養ｉ子がある友 だちのハ ッテ ィか らなどは特 に反対 されて

も， カ レンはその ことを こだわ りな く率直 に ジョデ ィに話 したのだ

った。 ハ ッテ ィが最近冷 た くな ったのを考え ると彼女の心 は痛んだ

が，今 はその ことを考 えまいと思 った。 ジ ョデ ィに， 「どうしてハ

ッテ ィおばさん は もうい らっ しゃらないの ？」 とたずね られて カジ

ンは引っ越 したと答 えた のだが，わずか ６丁ほ ど移 った ところで引

っ越 しなどとは言えない。

カ レンはハ ッティの態度が理解で きなか った。

「なぜ養女だ とい うことをは っきり言 った らいけないのか しら
。

養子を持つ私た ちみんなの問題なのに」

そ う言 うカレンにハ ッテ ィは反対 して言 った。

「そんなの問題 じゃないわ
。 もちろん子供 には打 ち明けな くて は

な らないけれ ど， いつで もそ うす るべ きで はないと思 うの。 あなた

は これをデ リケー トな問題 として扱 って いるけれ ど， いつ も くど く

どと言 わな くていいで しょう。私 は子供た ちに自分が養子だ とい う
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ことを思い出 させよ うなんて しないわ。」

その時二人 は目と目をあわせて語 ろ うとは レなか った。で もそれ

が友情 にひび の入 った理由だろ うか ？ アー トの死後 どんなにハ ッ

テ ィの訪問を期待 していた ことだろ う。 カ レンが望めばまた以前 の

よ うに親 しくなれた のだが，彼女 はそ うで きなか った。 そ して何週

間過 ぎて もハ ッテ ィは再 び訪れなか った。

カ．レ著は ジョデ ィとは じめて養子の ζとにつ いて話 しあ った時が

いつであ ったか覚 えていないが，彼女が ６才 にな った ある日，夕食

の時に こうたずね られたのを思 い出 した。

「とな りの ノー クロスおばさん
，赤 ちゃんが おなか にい るの ？」

・．∫ そうです よ。」 ．

「あた しはゼマの おなか にいたの ？」

「いいえ。 ジ ョデ ィ，あなたを養女 に したの６知 っているで しょ

う。」

「ど うして私 はママの おなか にいなか
ったの ？」理 由が あ って マ

マは赤 ちゃんをおな均〉に持てなか．ったの。お庭に人参や トァ トや豆

を植えた時 の ことおぼ えて いるで しょう。そのなかに大き くなるの

もあればそ うでないのもあったで しょう。赤 ちゃん もママのおなか

で大 きくな ることもあれ ばそ うで ないこともあるのよ。 あなたがマ

マのおなかで大き くなれ ないので， ほ ら，いつ か話 した所 にでかけ

たの。そ こにはお母さんがおなかの中で育て ることので きない赤 ち

ゃんがい るのよ。 ママはその中か ら一番 きれ いで一番かわい らしい

赤ち ゃんを連れて きたの。 それがあなたよ。」

「ママ， もっとクッキーたべ たいな。」

人生には時 々思い出深 い出来事 には直接関係 のな い記憶が思い出

され るものだ と， カレンは しみ じみ考 えた。愛 犬のスポティが生後

二週間 しかたたない仔犬 ４匹を残 して車 にひかれて死 んだ 日のこと

を どうして思い出 したのだろ う。

「仔犬 ちゃんた ち， どうな るの ？」

ジ ョデ ィは悲 しみなが ら泣いて叫んだ のだ った。

「そうね。仔犬をかわいが って くれる家がみつかるまで， よ く面

倒を見て下 さるところに連れて行 くわね。」

「私みた いね。私 も生んだお母さん死 んだ のね。施設 にいた赤 ち

ゃんたちの お母 さんはみんなス ポテ ィのよ うに死んで し ま っ た の

ね 。」

「そういうこともあ るけれ ど，いつ もそ うではないのよ。 お母 さ

んが病気で赤 ちゃんの世話がで きなか った り，お父 さんがいなか っ

た りす る時 もあるの。赤 ちょん にはかわいが って くれた り世話 を し

て くれた りする お父 さん とお母 さんがいな くてはな らないのよ。 お

父 さんが いて， お母 さんがいて，子供がい る。 それが家族 なの。」

カ レンは鍵を あけて部屋に入 った。 今 日は職 さが しに行 かない方

が いいと思 ったのは，つ らい気持で心がふ さがれていた か ら だ っ

た。彼女 はアー トの部屋へ行 って衣類を処理 しなければな らなか っ

た。 いつ もそ うしようと思いなが らも夫の部屋に行けないでいたの

だ。今 日ジョデ ィが学校へ行 った あとで しよう。 ジ ョデ ィには悲 し

んでいる様子 を見せ まい。 ジ ョディの前で は落着いて明 る くしてい

て も彼女 は夜，枕 に顔 を うず めて泣 くのだ った。

カレンは アー トの机 にそれ まで気づ かなか った お くやみ状のあ る

のをみつ けた。 ひ とつ の学校で １０年 間も教 え多 くの生徒 と接触 した

とい うだけでな くアー トは生徒 たちに心か らの愛を もって接 してい

たために，彼 らとの友情 は尽 きないものが あった。 カ レンはそれを

手 に とったが文字 を読む よ りもまず娘 の悲 しみ に沈む顔が思い浮ん
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だ。 ど うした らジ ョデイの悲 しみを慰め ることができるだろ う。そ

んな ことを考 えぼんや り窓の外を見ていたカ レンは隣 りのノー クロ

ス夫 人が大 きなおなかを かかえなが ら４才 にな る男の子 の方へ歩 い

て行 くのを見 た。彼女 はなんとな く机か ら離れて ノー クロス夫人 の

方へ歩いて行 った。 そ して ため らいなが らも問題をかいつまんで述 ・

べ，’その 日の午後 い っしょに ジョディを家か ら連れ出す計画 につい

て話 しあった。

「うま くゆ くといいですわね」

「助 けて下 さって ありが とうございます
。」

カ レンは家へ もどり窓 のそばに立 って通 りを走 って来た ジ ョデ ィ

がノー クロス夫人 に呼び とあ られ るのを見て いた。二人 は何 か言葉

を交 していたがやがて ジ ョデ ィはほほえみなが ら家へ帰 って きた。

「ママ， ノー クロスおば さんが私にポールのめんど うをみて ほ し

いんです って， おばさんつ かれて，横 にな りたいそ うよ。行 って い

い ？」

「もちろんいいです とも。で もその前 に牛乳を飲んでい らっしゃ

い 。」

カ レンはテーブルにす わった ジョデ ィの表情を うかが ったが，彼

女の顔は生 き生 きした様子 をな くし始 め， この一 ケ月閻そ うであ っ

た ように， またゆ ううつで悲 しそ うな表情 になり始めた。

「女ρ人 って赤 ちゃんを生む時，あんな風 につ かれ るの ？」

「たいて いはそ うよ 。」

「さあ， もっと質問を して。何か言 ってダ何 で も ！ 私 を避 けな

いで， ジ ョディ ！」

「ノー クロスおば さんが ポールを生んだ時，ママが赤 ち ゃんはお

なかにいる って言 ったのおぼえて るわ 。」

「そ うよ。 そ こで赤 ちゃんが大 き くな って行 くの よ。」

ジョデ ィは静 かに立 ちあが って一言 もいわず振 り向き もしないで

部 屋を出てい った。 カ レンはまった く当惑 しておろおろ しなが らそ

の後姿を見送 った。 い ったいあの子 に何が起 こったのか しら。私 を

避 けてい る ！ 私 を信頼 して くれな い ！

カレンは暗 くな らない うちにお くやみ状の返事を書 くため アー ト

の机 に戻 った。 夕食を準 備す る時 間だ った。彼女 は二切れの肉を プ

ロイラーに入れ台所のテーブルに二人 の食事 を用意 した。

そ して ジ ョデ ィの好 きな木 のボウルにサ ラダを も りつ けて，彼女

の帰 りを待 ちなが ら窓 の外をながめていた。何 をす るというので も

な しに，彼女は棚か らインス タン トマ ッシュポテ トの袋を とりだ し

たが，やがてそれを棚へ もどして， 隣 りの家へ行 こうと思 い台所を

出たが取 り乱 した様子の ままで行 ってはいけない と彼女 はゆっ くり

した足 ど りで隣家へ続 く路を歩いてい った。 カ レ．ンは ドアをノ ック

して台所へ入 った。 ノー クロス夫人は椅子 に腰 をかけ尽が ら息子 に

本 を読 んで きかせて いた。

「ジ ョディいます ？」

「あなたとご一緒で はなかったの。３０分程前に出ま したけれ ど。」

カレンは胸 さわぎを感 じた。彼女 は家へ戻 ろうとしかけ途 中でま

た引き返 して， ノー クロス夫人 に言 った。

「あの子 はいつ も言 ってか ら出かけるんです 。」

「ど こかご近所 にで もい らっしゃるので はないかしら。」

ノー クロス夫人はつ とめて明る く言 った。

「どうして近 所をおたずねにな らないの。私で もよか った ら行 き

ま しょうか 。」

「あ りが とう。大丈夫私行 きます わ。」

、

、
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カ レンは近所 の家をたずねて歩 き通 りをは さんで八軒をあた って

みたがそれ も徒労 におわ った。警察 に頼 まな くては と思いなが ら重

い足をひ きず って家の前 まで来 ると， ノー クロス夫人が心配そ うに

待 っていた。

「いませんで したわ 。」

力 な くそう言 って家へ入ろ うとした時電話の音 が聞 こえた。 カ レ

ンは急いで電話 口にかけよった。

「カ レン？私， ハ ッテ ィよ。」

カレンはハ ッテ ィか ら．の電話 を うけて うれ しかった。

「ジ ョデ ィが来ているんですよ 。」

カ レンの膝はガ クガ クと震 えたが， つ とめて平静 をよそおった，

「どこへ行 ったのか，ま った く見当がつかなか ったのです。す ぐ

連 れに行 きます わ。」

「もしよろ しかった ら私が連れて行 きます。 トムがい るのでそ ち

らへ行 くのに差 しつ かえな いの。」

カレンは受話器 を置 き，ほ っとして椅子 に腰をお ろ した 。それまで

根をは っていたよ うな緊張がほ ぐれ，静 かな暗 い家 の中で腰を おろ

しなが ら，彼女は考えをま とめよ うとしたが，なぜ ジョデ ィがハ ッテ

ィのと ころへ行 ったの か， どう考えて も理 解で きなか った。静 かな

ノックの音が して ドア．をあけ ると， ノー クロス夫 人が立 っていた。

「お宅が まだ暗い ままなので どうな さったのか と…… 。」

「ジ ョデ ィは私の友人の家 にい ましたの。ほ ら古い友 だ ちのハ ッ

テイ ・ス コッ トさん。」

「ス コッ トさん ？ ああ，電話帳 で見 つけよ うと して， ジ ョデ ィ

が私にたずねていたわ。 ブ リッグズ通 りはど こ１こあるか知 りたがっ

ていたの よ。 ６丁 しか離れていない ことを知 らなか ったんだ わ。」

「スコ ッ トさんは最近あ ちらに引越 しな さったのでまだお宅へ は

伺 って いなか った の。」

ヵ レンは ノー クロス夫人 の方へ 向 く玄関の灯をつけて，暗やみの

中で一人になれたのを うれ しく思 いなが ら，混乱 した心 にはっきり

した形 を編 み あげよ うと，捕 えど ころのない心 の糸 を模 索 して い

た。 ６丁 しか離れていないか らジョデ ィたちは もうす ぐ帰 っ て 来

る。そ うした らカ レンは事情をす っか り知るに違 いない。彼女 の心

はい らだ ちと不安で いっぱ いだ った。玄関の戸を ノックす る前に足

音 をきいたカ レンは，外 に出た。灯の下で彼女 は声をあげて泣 くジ

ョデ ィと目を うるませて いるハ ッティとを見た∴

「ジョデ ィ ！ とって も心配 して いた のよ。」

カレンは ジョデ ィを しっか りと抱 いた。ハ ッティは落着か ない声

で言 った。

「カ レン， ジ ョデ ィは軽 く食事をすませたの。部屋 に行 って服 を

脱がせた方が よ くはない ？」

「それが いい わ，新 しいすて きな寝間着 に着かえて，ハ ッテ ィお

ばさんに見ても らいま しょうね」

ジョデ ィを部屋 に送 ってハ ッテ ィの ところへ再 びも どっ て 来 る

と， カレンは 目に非難 の色 を浮 かべて言 った。

「い ったい， どうしたんで しょう ？」

「私， あなた にどう説明 した らよいか しら。 ジ ョデ ィ が 玄 関 に

立 って ｒ逃 げて きたの６ こ こにおいて ちょうだ い 。』 っ て 言 っ た

の 。」

「え っ，何 です って ？」

「私 も驚 きま したわ。 ジ ョデ ィは，おば さんは二人 も養子が いる

か らもう一人 ぐら叫 ・いで しょうって言 うのよ。」

「わ か らな い わ 。 ち っ と もわ か らな い。 ど う して … …」

「私 ， 今 にな って わ か るの 。 ジ ョデ ィが あ な た に話 す わ。 私 の い

な い方 が よ くお話 しで き るで しょ う。 と ころ で 明 日お昼 の 食事 に い

ら っ し ゃ らな い ？ あ ら， も うず い ぶ ん お 邪 魔 し ちや って … … 」

カ レ ンは ジ ョデ ィ の部 屋 へ 急 いだ 。 新 しい 寝 間 着 の リボ ンを もて

あ そ び な が 自， ジ ョデ ィは ベ ッ ドの端 に腰 を お ろ して い た 。

カ レンは ジ ョデ ィの 隣 りに腰 を か け， つ とめて や さ し く言 った 。

「ジ ョデ ィ， ど う して 家 か ら逃 げ だ した の ？」

「だ ・て騨 にもどるのはいやだつたの・ ママは私 を返 さないわ

ね ？ ハ ッテ ィおば さんは， ママは そんな こと しない って言 ったん

だけど……。」

目のあた りをやさ しくなで なが らカ レンは言 った。

「ママがど うして そんな ことをす るか しら？」

「だ ってママは私 を生んだお母 さんが，私 をあづ けた のはお父 さ

んがいないためだ って言 ったで しょう。 ジョデ ィのパパ は死 んだ か

ら私 はママの そばにはい．られないわ。私 ，ハ ッテ ィおばさんの とこ

ろで くらせ た らって老えたの。だ っておば さんの ところ二人養子 が

い るで しょ．う。 そ した らママにいつで も毒え るわ 。」

「ジョデ イ ！」

カ レンは ジ ョデ ィをきつ く抱 き しめた。

「そんな ことを老 えていたのね 。」

カ レンは 目に涙を うかべた。 しか しジョデ ィに必要 なのは泣 くこ

とで な く， はっきりとすべてを理解 させ ることだ った。

「あなたにはパパが いたで しょう。１０年聞あなたにはお父 さんが

いたのよ。小 さな赤 ちゃんだ った時， こんな ちっちゃな時 にはあな

たを育 て るお父 さんが必要 よ。パパ はあなた を こんな にかわい らし

く育 てて くれたの。他 のどんなお父 さんよ りも っと立派 に。 ママは

こんな にまで育てて下 さったパパをあなたがいつも忘 れない とい う

ことを知 つて いるわ。 ジ ョディはお家を逃げだすの ？ ママは今 ま

でよ りも っともっとあなたが必要 なの よ。私た ちパパを亡 くして，

もうママ とジョデ ィは離れ られな いわ。 あな たがいな くな ったらマ

マは何 のために生 きて行 くの ？」．

ヵ レンは小 さな二つの手 が両ほほに置 かれ るのを感 じ， 自分 の目

を まばた きもせずにみつめ るジ．ヨデ ィの大きな青 い瞳 を見 た。

「あた しが ママのおなかで大 き くな らな くて もママは私 の こと好

き ？」

「そ うです とも， ジ ョデ ィ。大好 きよ。 あな．たはママの おなかで

大 き くな ったのではない。 ママの心 の中で大 き くなったの よ。 ママ

の心の中の深い ところで大 き くな ったの。 ママは世界 中の誰 よ りも

あなたを好 きよ。」

突然 ジ ョデ ィはすす．り泣 き始めたが激 しい感情がせ きを切 ってあ
． ． ウ

ふ れ た。

「マ マ ！」

カ レ ンは ， ジ ョデ ィを両 腕 に抱 きや さ し くゆす りな が ら涙 の 流 れ

るの を ぬ ぐお う ともせ ず つぶ や いて い た。

「か わ い い ジ ョデ ィ ！ あ な た は マ マ の 一 番大 切 な た か ら も の

よ 。」
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管理監督 会のペー ジ

◎観差芳扮斡ｍ露　㌶禰 粥∵１
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イ リアム ・ジ ョー ジ ・ジ ョルダ ンは，ウ

次のよ うに述べて いる。

「人は二人の創造 者を持 つ。一人 は神で あ

り， もう一人は 自分 自身 である。第… の創造

者で ある神は人に人生の道 を備え て， 自らの

望む人生を選ぶよ う律法 と原 則を与 えた もう

た。第二の創造者は 自分 自身である。人 は 自

分で は気づかないが，実はすば らしい力 を持

って いる。 それは人が 自分のな りたい人間に

な り得 るということであ る。」

あなたや私が この世 にあって よりよい 自分

をめざす時，で はどんな 人間に， とい う問い

が生 まれ る。 自分 はどの ような人生を送 った

らよいのか ？この最 も大切な根本の問題を考

え るとき，私 たちはど うして も人生の 目標 と

目的に焦点 を しぼ らな くてはな らない。 目標

は成功 の基 いで ある。 目標が なければ，人生

は逆流 の中にただ よ う筏 のよ うな もの にな っ

て しま う。 か ってある人 が こう述べた。

もし 「何処 に行 くのかわか らないな らば， ど

の道を行 くかは問題で ない」。この ことは 「私

の知 った ことではない」 とい う態度 を持つ若

い人た ちに とって きわめて大 切な 警 告 で あ
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る。若 い人 たち特．に神権を もつ人た ちは，価値 ある目標 を達成す る

ため に努力 しな くてはな らない。 目標 は進むべ き方 向と目的を はっ

き りさせ るもので ある。

もし進むべ き方向がないな ら，考 えや行 ないは意味のない徒労 に

終わ って しま う。 船乗 りが，北 極星で方向 を決め るこ．とがで きると

知 った時，それは どんなに世界 の探険 に偉大な貢献を した ことだろ

う。 か っては底知 れぬ敵 であった海が，星が方向を指 し示す とい う

知識 によ って今 では有益 な交通 の手段 とな ってい る。

中国の歴 史において黄帝 （紀元前 ２，６３４年）の治世６４年 目に，黄

帝 は源 鹿 （タクロク）平原 に住む一人の豊尤 （シュー） を 攻撃 し

た。 黄帝 は， ま もな く敵 がおこ した煙霧にまかれたが南を指 す戦車

（Ｔｃｈｉ－ｎａｈ）を持 っていたために，方角を見分け ることができた。ひ

とたび軍隊 が行 く手を見分け るや，彼 らは敵軍の大将 （Ｔｃｈｉ－ｙｓｏｕ）

を捕 えて， とりこにす ることがで きた とい う。

人生の， 目標や方向を定あないために多 くの人 々は 「煙霧」の中

で あて もな くさまよって いる。

私た ちが 目標 について考 え るとき，．目標 には二つの重要なかた ち

が あるとい うことを心に とめなけたぱな らな い。 ひとつは段階的な

目標であ り，，今ひ とつは究 極的 な目標で ある。 これ らが両方 とも大

切な ことを示すために，私 たちの目標 を家を建て ることにた とえて

みよ う。 家を建てよ うとい う目標 をたてて も，い くつかの段 階的 な

目標 がなければ，決 して家 は完成 しな い。つま り 「今 日は地下室 を

掘ろ う」 「明 日は基礎固 めを しよう」 とい うよ うに， その時 々の 目

標 が究 極的 目標 の達成 され るまで，一つ一つ積 み重 ね られて行 くの

である。 ．

ア ロン神権者は，究極的な 目標 の一つ として伝道 に出ることを考

えるだ ろう。 これをた とえ どしてみよ う。 まず， このため に日常生

活で準備 しなければな らない ことがある。神権 を尊ぶ こと，聖典を

勉強す ること，清い生活 をする ことなどが その段階的な 目 標 に な

る。

将 来の 目的が；段 階的 目標 の積み重ね によってのみ達 せ られ るこ

とを知 るのは，大切 である。 日々の ちっぽけな満足を得 よ うとして

究 極的な 目標 を犠牲 に して はな らない ことを心に とめなさい。 ソ ロ

モ ンは，偉大 な賢明 な王で あったが，究極的な 目標を肉欲 とい う低

級 な 目標 にひき換えて しまった。 エサ ウも飢えを満 たす とい うｒ時

的な目標の ＃めに長 い目でみた 目的やそのためのよい機 会を棄 てて

しまった。

究極的な 目標 も段階的な 目標 も，幸福 な人生 には大切 であるが，

どちらが最大の満足を もた らすかを考 えてみな くてはならな い。

この ことの答えは，福 音の もつ重要 な一面 を明らか にしてい る。

．福音は，実に私たちが最大 の満足 と成功 を得 る ことを 目標 として主 ．
．が準備 した もうた計 画なのである

。 もちろん，人生最大の究極的な

・目標 は， 日の栄 光での昇栄 である。 これ は， ある面で私た ちの理解

できない ことである。昇栄 の偉業を達成す るための段階的な 目標 は

福音 の中に明 らかに示 されて いる。 これ らのいわば中間的な 目標 に

はゴ バプテスマ，聖霊の賜を受け ること。 メルケゼデ ク神権 に聖任

される こ．と，神殿結婚をす ることな どがあ る。 これ らの 目標 は，価

値 ある人 間にな ること，神 権会の仕事を完全に行 うこと，聖典 を勉

強す る ことな ど， きわめて具体的 日常の目標 を私 たちに要求 してい

る。

福音 は，私た ちの人生 を成功 に導 く目標 を備えてい るがそれは， ．

おのおのが 自ら， 目標 達成のため に働かなければ無益な ものにな っ．
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て しま う。私 たちは，弱 々 しく 「や ってみ ます」 と言 うのではな く

ヨブが苦 しみの さなか に示 した ように，力強い ことばで， 「わた し

は知 る。わた しをあがな う者 は生 きてお られる。後 の 日に必 らず地

の上 に立たれ る。わた しの皮 が このよ うに滅 ぼされたのち，わた し

は肉にあ って神を見 るであろ う」 （ヨブ記 １９章２５節 ㌍２６節） と，確

信を もって叫ばねばな らない。今 日の若 い人 々は，．福音の原則 に従

？て生活す るために， い っを う強い実行力が必要 とされ る。
トヤ

ッケ イ大管長 は，今 の時代 につ いて， また この時代 に住む人々

が正 しい 目標 に向か って進 まな くて はならな いことについて， 次の

よ うに述べ てお られる。

「これまでになかった ような悪の力が，現在根 強 くはび こってい

るよ うで あ ります。私た ちは，危険な時代 に生きてお り， 多 くの人

々が，錨 を失 った船の ようにあちらこち らをただよってお り， ｒだ ま

し惑 わす策略 により，人 々の悪巧みによ って起 る様々な教 えの風 に

吹 きまわ された り」 （エペ ソ人への手紙 ４章 １４節） して お ります。

この ことは多 くの人々の承知 している ことで あ ります。サ タンとそ

の軍勢は，霊性を守ろ うとす る私 たちの高 い理想や神聖な標準を攻

撃 し，あ る兄弟 が最近述べ たよ うに，１すで に世の多 くの人 々の高い

標 準を破壊 し，私 たちを とりまきなが ら；悪をそそのか した り誘惑

を しています。 そのよ うにサタ ンは私た ちの群れへ割 りこもうとし

て この世 に罪 をはび こらせ， それを私たちの中に も及 ぼそ うとた く

らんでいます。私 たちの周囲で は，高い標準 は失われ地に落 ちて，

低 い ものに置 き換 えられて しま っています。 努力はわず かに見 られ

ます。 しか し，標準を高め るまでにはいた っていないの で あ り ま

す」 （ｒイ ンプルー ブメン ト ・エ ラ』） １９６７年 ６月号２３頁）。

若 い諸君，特 に神 権を付 与 されてい るあたたがた は，パ ウロが述

べた ように，高遠 で価値 あ る．目標 をたては じめなけれ ばな ら・ない。

「兄弟たちよ。 わた しはすでに捕 えた とは思 っていな い。ただ この

一事を努めてい る
。 すなわち，後 の ものを忘れ，前の もの に向か っ

てか らだを伸 ば しつつ， 目標 を目ざ して走 り， キ リス ト・イエス に

おいて上に召 して下 さる神 の賞与 を得 ようと努 めてい るので ある」

（ピ リピ人へ の手紙 ３章１３節～１４節）
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復 活

も偉大な出来事とは，その及ぼす影響が極めて大きい最

ものをいうのである。国家や個人にとって，復活ほど

重要な出来事は，今後 も起 らないにちがいない。また復活ほ

ど私たちが充分に備えをしなければな らないことも，他にな

いＱ 「人類が現世に在るのは幸福を得んため」であり， 「幸

福がわれわれの存在目的」ではあるが， この世では完き喜び

は得 られないのである。

神の息子や娘にとって最 も大きな喜びは復活 してからもた

らされ るのである。 この偉大な真理は啓示を通 して予言者ジ

ョセブ ・ス ミスにあらわされた。

「人 は霊 な り。元素 は永遠 なるものに して分つ 能 わざるよ うに結

合 したる霊 と元素 とは完 き喜 びを受 く。 この両つの もの，相離 るる

時人は完 き喜 びを受 くることを得ず 。」

教義 と聖約９３：３３～３４

神の子供たちが，神の与えたもう目的を充分に理解するた

めに，復活という偉大な真理をどんなに高 く評価 して もしす

ぎることはない。

復活に関 して末日聖徒が もっている貴重な知識の重大性や

感謝の念を，ブリガム ・ヤングは次のような言葉でよくあら’

わしている。

「復活の真の知識と正 しい理解は神の聖徒 らにとって，こ

の上 もない慰めの源であり，喜びの源である。」

（「ブリガム ・ヤング大管長の教え」１９頁）

人類が復活するという考えとその確かなことは予言者ジョ

セフ ・ス ミスに知 らされた。英国にいるロレンゾ Ｄ ・バー

ンズの死を知った時彼は次のように述べた。

「私が何を望 んでい るかを語 ろ う。 もしか りに明 日，私 が墓石 の

下 に横たわ らねばな らな くな った とした ら，復活 の朝 には 父の手を

５０

握 りしめ，叫ば しめよ 曜配わが父よ” と。 父 はおお壱 られるであろ う，
電ヒわが子 よ

，わが子 よ” と。 その時，岩 は引裂 かれ私たちは墓 よ り

出 るのであ る。」

私た ちは これ らの ことを深 く考 えて も良 いのだ ろうか ？ そ うで あ

る。 も しわれわれが，いかに生 き， いか に死すか を学ぶな ら…… 私

が ここで この興味深い問題に関 し， 私が見た示現を述 べるな ら， あ

なた方 は奇妙 に思われ るか も知れない。 キ リス トにあ って死 んだ者

は，復活す る時 には彼 らがかつてあ った状態， あ るいは予期 してい

たすば らしい状態 にはい るよ うにな るであろ う。

私 は示現を通 して，墓か ら立 ち上が る人々があたか も朝，目覚めて

床 か らむ っ くり起 きあが る人のよ うに見 えた。 彼 らは互に手を取 り

合い， 「父 よ，息子 よ，母 よ，娘よ，兄弟 よ，姉妹 よ」 と叫んでい

た。 その叫び声が墓 から立 ち上 る人に呼びかける時， もし私が父の

側 にいたと した ら， 私の心はどんなに喜 びで満 たされ るだ ろうか。

私 の父母 兄弟 に会 い，彼 らが 自分の側にいるのを知 って 私 は彼 ら

と抱 き合 うであろ う。」

（Ｄ．Ｈ．Ｃ．教会教義歴史 ５巻 ３６１～３６２頁）

この物語は，末 日聖徒の母親たちが復活について子供たち

に教えるようすすめていると思われる。それは家族を しっか

りと結び固める愛情のきずなにも関連 しているか らである。

末 日聖徒は生ける予言者や近代の聖典を通 して与えられる神

の啓示によって豊かに祝福 されている。古代および近代の予

言者たちの証詞は，復活のような根本的な教義に関する理解

と証詞を強あてくれる豊富な資料 となっている。予言者ジョ

セブ ・ス ミスの言葉には，私たちの基本的な教義を構成する

証詞が もられている。

「われわれの宗教 の基 本的な教義 は， イエス ・キ リス トが死 にた

まい埋葬 され，そ して三 日目によみが え り， 天に上げ られた もうた

とい うことに関す る使徒 や予言者 たちの証詞で ある。 われわれの宗

教 に係 る その他の あ らゆる ことばは この出来事 に附随す るものにす

ぎない。 しか しこれ らに関連 して更 にわれわれ は，霊の賜 信仰の

力神 の意志 による霊的な賜を享受する こと， イスラエル家の回復 さ

れる こと， 真理が最終的に勝 利をお さめることな どを信 じてい るの

である。」 （Ｄ．Ｈ．Ｃ． ３巻 ３０頁）

「使徒 や予 言 者 の証 詞 」 を 通 して ，子 供 た ち を導 く末 日聖

徒 の母 親 に とっ て 関心 と益 に な る もう一 つ の 事柄 が あ る。 そ

れ は イ エ ス ・キ リス トの神 聖 な使 命 につ い て の 予 言 で あ り，

そ の 一 部 と して考 え られ ね ば な らな い復 活 の こ とで あ る。

ヤ コ ブは 「あ な た た ち は キ リス トに あ る復 活 の 力 で よみ が

え る こ とが で き る」 （ヤ コ ブ書４：１１） と い う主 の 瞭 い によ っ

て ， キ リス トと共 に あ りた い と願 っ た。 そ して 永 遠 の 計 画 を

予 言 に よ って 示 して い る。

「ごらん，私の兄弟た ちよ， 予言す る者 はよろ しく人が解 るよう

に予言 をせ よ。 「みた ま」 は真実 を話 して偽 りたもうことがな い。

それであるか ら，みた まは現在の事を ありのままに示 し， 未来 の事



もまたあ りのままに示 した もう。 それであ るか ら， これ らの ことは

私た ち自身を救 うためには っき りと私 たちに示 されて いる。 しか し

ご らん， これ らの ことを証明す る者は私 たちだけで はな い。 神 はま

た昔 の予言者た ちにもこれを示 した もうた 。」

（ヤコブ書 ４ ：１３）

予 見 によ り神 は イ エ ス降 誕 数 世 紀 前 に， イ エ ス が復 活 す る

と い うこ とを知 らす た め，この 神聖 な 召 しに予 言 者 を召 し，霊

感 を与 えた もうた の で あ る。 （モ ーサ ヤ書 １３：３３～３５参照 ）

あ らゆ る神権 時 代 の予 言 者 は， 死 が 永 遠 に駆 逐 され ，墓 が

もはや 勝利 を維 持 しえな い 時 が来 る こ とを 知 って い た 。

この こと につ いて の旧 約聖 書 中 の最 も明 白 な予 言 の一 つ は

・ｆザ ヤ書 の２６章 １９節 で あ ろ う。

「あなたの死者 は生 き，彼 らのな きが らは起 きる。 ち りに伏す者

よ， さめて喜び うたえ。 あなたの露は光の露であ って， それ を亡霊

の 国の上 に降 らされるか らである。」

・ （イザヤ書 ２６：１９）

旧約 聖 書 中 の 他 の 予 言 者 た ち も， イ ス ラエル 民 族 とす べ て

の人 類 の希 望 と して ， 来 るべ き復 活 に つ い て述 べ て い る。 末

日聖 徒 は ヨブ の予 言 を思 い出 す で あろ う。 （ヨブ記 １９：２５ん

２７参照 ）

ヨ ブは墓 か ら現 われ る 出来 事 を 目の あ た りに し， エ ゼ キ エル

は 骨 と肉 が 文字 通 り結 合 す る こ と を述 べ て い る。 （エ ゼ キ エ

ル 書 ３７：１～ １４参 照 ）

ま た ダニ エ ル は義 な る者 も不 義 な る者 も， 復 活 した 生命 を も

って現 わ れ る こ とを証 詞 して い る。

モル モ ン経 の 予言 者 た ち も復 活 に関 す る予 言 を 記 録 して い

る。

ア ビナ ダ イ （モー サ ヤ書 １６：７～ １０）

ア ミュ レク （アル マ書 １１：１４～４４）

ヤ コブ （第 ニ ニ ー フ ァ’イ ９ ：６～ ８ １１～ １３）

アル マ （アル マ書 ４０：２１～ ２３）．

レー マ ン人 の サ ム エル （ヒ ラマ ン書 １４：１４～ １６）

これ らの人 々 は イ エ ス の膿 い に よ り， す べ て の人 々 が復 活

す る とい う こ と， そ して そ の体 は二 度 と分 離 しな い とい う こ

とを 指摘 して い る。

復 活 に 関 す る多 くの予 言 が現 在 成 就 され て い る とい う こ と

は， 入 では な く神 が この世 を統 治 され た も うて い る とい う こ

と を証 明 して い る。聖 典 を信 じて い る人 々 は神 の約 束 が 必 ず

成 就 す る とい う信 念 を もって い るが， それ は神 が 「使 徒 や 予

言 者 た ち」．に確 か にそ の約 束 を な さ った か らで あ る。

予 言 者 ジ ョセ ス ・ス ミスに よ って 明 らか に され た教 義 で末
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日聖徒の母親にとって最 も美 しく満足すべき教義の一つは，

永遠に家族の関係が続 く．とい うことである。末 日聖徒は，永

遠進歩におけるこの次の段階は，イエス ・キ リス トが行かれ

た霊界で准り （第 １ペテロ３：１８～２Ｇ）人間の霊はすべてそ旨：

こに行 くということを理解 している。（アルマ書４０＝１１～１４）

霊界は義叡る者にも不義なる者にも進歩する機会が与えられ

るところ下ある。死んだ子供の霊 も，相当の年になって死ん

だ大人の睾と同 じようにこの霊界へ行 くのであ る。 両 者 と

も， この単を去った時の肉体の大きさには関係なく，型とし

て は 大人 な の で あ る。 （「福 音 の 教 義 」 ６版 ４５５頁 ）

この世 を去 った子 供 た ち に関 す る この 事 実 は， 幾 人 か の末

日聖 徒 の お母 さん た ち の もつ， 霊 界 にお い て も子 供 た ち を，

養 育 す る とい う信 念 を認 め て い な い。 予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミ

ス は こ の こ とを ， 復 活 の時 成 就 され ると教 え てお り， ジ ョセ

ブ ・Ｆ・ス ミス大 管 長 が そ れ を次 の よ うに述 べ て い る。

子供 をな くし，子供を成人 にまで育 てあげ る特権 ，喜 び， 満足 を

享受 していない母親 は復活のの ち，その子供 が 霊 の完全な状態 に成

長 している様子 を見 この世で もた らされる ものよ りは， はるかに

多 くの喜 び と満足 とを得 るにちが いな い。

この 点 に於 て は， 予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミスの 言 葉 を 引用 す

る こ とが 適 当 で あ ろ う。

「あ なた が 失 った す べ て は復 活 の 時 に元 通 りに な る だ ろ

う。 も しあ なた が 忠 実 で あ れ ば … … …全 能 者 の啓 示 に よ り，

私 は そ れ を見 た 。」

この教 え と一 貫 して ， ジ ョセ フ ・ス ミス は 次 の よ うな真 理

を 明 らか に して い る。 す な わ ち， この 世 に住 む人 の姿 ，形 が

そ れ ぞ れ違 うよ うに， 復 活 体 もま た違 うの で あ る。 しか し，

老 い も若 き も栄 光 を 受 け る こ とは確 か で あ る。

あなた 自身の子供 を 自分 の子供 として受 け入れ るため に， また公

国に昇 るために， あなたは一つの約束すなわ ちある儀式 と祝福 を受

けな ければな らないのであ る。 そ うでないと天使 とな る。披 らは死

んだ時 と同じ状態で復活 しなければな らない。 私 たちは日の栄光で

同 じ栄光 と華 しさに満た された子供た ちを 喜んで迎 えることが 風き

るのである。彼 らは外見的には様々で あるが， 同 じ栄光 を受 けて い

るため同 じ栄光 と輝 きをもつので ある。 白髪 の老人で さえも輝 きと

美 しさに喜ぶのである。 この光景 のすば ら しさは だれ も説 明 しえな

いであろ う。

復活 す る時， 私 た ち の 肉体 の欠 陥 は と り去 られ完 全 な 身体

を 得 るだ ろ う とい うの が， ア ル マ の証 詞 で あ っ た。 これ は ，

現 代 の 指 導 者 た ちに よ って もは っ き り と述 べ られ て い る。

「霊 は再び体 に返 り，体は再び霊に返 り， 手足 も骨の関節 もみな

元 の自然 の完全な身体の ものに返 り， 髪 の毛一筋 もな くな らず，身

５１
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体の どの部分 もみな 自然な完全な形 に復 るので ある。」

（アルマ書 ４０：２３）

復活 したイエスの噴いの力を証詞 して，ア ミュレクは次の

ように述べた。それは，復活によって，私たちの霊と肉とが

永遠に結合されるとい う真鍾を明らかに している。

「世 には肉体 の死 と名づ ける死があ るが， キ リス トの死 によって

肉体 の死 の縄 目が解かれ あ らゆ る人が この肉体 の死 か ら復活す るこ

とがで きる。 ここに於 いて霊 と体 とは再 び合 して完全な形 とな り，
ノヒユ の

手足 も骨 の関節 も私た ちが今持 ってい る本来の形 に返 り， 私た ちが

今持 っているような知識 を保 ち， 明 らかに 自分が持 って いる一切 の「

罪を思 いめ ぐらして その まま神の御前に引 き出 されるのである。 こ

の復活 はあ らゆる人が全部受 けるのであ って， 老若男女 の区別奉 く

悪人 と善人 とを問 わず奴隷 と自由人 とのへだてな く， 一す じの髪 の

毛 さえ も失 われず に， 総身の何れの部分 もあたか も今 の世 にあるよ

うにな り，完全 の形 にか えるので ある。 それか ら後 で， その行 いの

善 し悪 しに応 じて裁 判を受 けるため， 一つ の永遠 の神 会を成す お方

すなわち御子 なる キ リス トと父なる神 と聖霊 との法廷 に召 され ζ。

今私 は肉体 の死 と肉体 の復活 とについてあなたた ちに話 したが， こ

の死 なな くてはな らない肉体 は不死不滅の体 とな って 死 か らよみが

える。 す なわ ち第一の死か ら復活 して後 に永遠 の生命 を受 けるので

ある。 それであるか ら，人 はもう死ぬはずがない。 人 の霊 は体 と合

していつまで も再 び離れな い。 そ して このよ うに相 合 した ものはみ

な霊性体 とな って不滅 とな り再び朽 ちることがないのであ る」 と言

った。 （アルマ書 ユ１：４２～４５）

予言者の証詞をよく考えてみる時，私たちはこの世の生活

いかんによって祝福を受けるか，あるいは罪の宣告を受ける

ということがよく認識できるのである。

主は義の律法に忠実であるならば日の栄光の復活を受ける

だろうと約束 された。

「日の栄の霊の者たちも，肉体たりしと同 じ体を受 く縛 く

すなわち汝らは汝らの体を受けて，汝 らの光栄は汝 らの体を

生か したる光栄と同 じからん。」 （教義 と聖約８９：２８）

復活を通 して得 る体は私たち自身のものとなり他人のもの

とはならない。両親が健康や道徳上の純潔の律法を守 るよう

子供たちに教えることは大切なことである。

復活の知識とそれに関するもろもろの知識をもっている末

日聖徒は何と幸せなことだろう。．

福音が回復さ鵡 復活の現実性を知った私たちがそれらを

子供たちにも教えることができ「るのは何 と祝福されるこζだ

ろう。モロナイ，バプテスマのヨハネ，エライジャ，モーセ

その他の予言者たちは，信 じて従うすべての人々に永遠の救

いのたあの栄光と権能，特権，鍵 と祝福を携えてこの世に復

活体をもって現われた。その一人一人はジョセブ ・ス ミスと

５２

オ リヴ ァー ・カ ウ ドリー に現 わ れ ， 肉体 の復 活 が真 実 で あ る

こ とを 明 白 に した。

「偉 大 な 出来 事 とは
， そ の及 ぼ す 影響 が極 め て大 きい もの

を い うの で あ る。」

イエ ス ・キ リス トの贈 い に よ って もた ら され た復 活 は， こ

の 世 に か つ て生 きた者 ， 今 生 きて い る者 ， これ か ら生 き る者

す べ て に及 ん で い る。 す べ て の人 々は 肉体 の死 に打 ち勝 ち復

活 す るの で あ る。例 外 は ひ とつ もない 。

（使徒 行伝 ２４：１５， 黙 示 録 ２０：１３， アル マ書 １２：１６～ １８

参 照 ）

「第 一 の復 活 に与 れ る よ う準 備 を す る こ とほ ど大 切 な こと

は ない 。」 人 が 受 け る復 活体 は， こ の 世 で選 ん だ律 法 に よ っ

て 定 め られ る。 （教 義 と聖 約 ８８：２０～ ３２） 「よ り よ い 復

活 」 もあ る。 （ヘ ブ ル書 １１：３５）人 々は復 活 す る と復 活 体

を もって そ れ ぞ れ の栄 光 の王 国を 受 けつ ぐが， 主 は そ れ らを

日 の栄 光， 月 の栄 光 ， 星 の栄 光 と明 確 に説 明 して お られ る。

日の栄 光 に も誠 命 を完 全 に守 った か ど うか に よ って相 違 が あ

る。 日の栄 光 を 受 け るか 否 か は， イエ ス ・キ リス トの福 音 に

忠 実 か否 か に よ る。 神 の よ うに な る こ とが で き るか ど うか は

・ｆエ ス ・キ リス トの福 音 に完 全 に忠 実 で あ るか ど うか に よ る

の で あ る。 （教 義 と聖 約 １題 ：１～４， １３２：２８～３３，９３：２６

～ ２８， １３０：２０～ ２１）
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こ ど もの た め

くつ の 中 か ら出 た 「た か ら もの 、

（ノ ル ウ ェー に あ った本 当 の お話 し）

ヨンの くつ は も う くつ や さん に持 っ 真簗轟ジ

て 行 って な お さな け れ ば ， は け な い ’

よ う にな って しま い ま した。 ジ ョ ンは お母

さん と ２歳 にな る弟 の オ ズ ボ ー ン とい っ し

ょ に ス テ ィー ン丘 とい う所 に住 ん で い ま し

た．。 ジ ョン はそ の丘 で か け っ こを す るので

くつ が す っか りす り切 れ て しま っ た の で

す 。 お父 さん が な くな って か ら， み ん な は

ノル ウ ェー の 海 岸 に．．番 遠 い フ ロー ヤ 島 か

ら， トロ ン トハ イ ム とい う町 の 小 さな アパ

ー トに ひ っ こ して 来 ま した
。 ２人 の こど も

と お母 さん は， 時 々古 く美 しい そ の １１じか ら

ブ イ ヨ ル ド （ジ グザ グ に まが って い り くん

だ わ ん ） や 港 を な が め て い ま した，，

ジ ョンの ボ ロ ボ ロの くつ を は じめ て見 せ

た 時 お母 さん は た め い きを つ い て ，

（ ９ ）



の くつ や さん は しら な い け れ ど よ い 店 を 見

つ け な くて は な らな い わね と言 い ま した 。

２， ３ １．．．｛た って ， ジ ョ ンの くつ を も って く

つ や さ ん の 男 の 子 が や って きま した 、，そ の

男 の ∫は くつ を ジ ョ ンに わ た しな が ら 「こ

・れ ぼ くの お 父 さん が な お した ん だ よ 」 と言

い ま した ， ジ ョンは さ っそ くそ の くつ を は

こ うと しま した が ， 先 の 方 に何 か が つ ま っ

て い る ら し く足 が 人 り ませ ん で した． くつ

を の ぞ い て見 た と ころ 小 さな 本 が ま か れ て

人 って い ま した。

ジ ョ ンの お父 さん は 校 長 先 生 で した。 彼

は お父 さ ん か ら読 書 す る こ と を教 え られ て

い ま した が ， くつ か ら取 り出 した 小 さな 本

を 見 て も さ っぱ りわ か らな か った の で， す

ぐそ れ を お母 さん の所 へ 持 って 行 き ま し

た、．そ の 夜 小 さな 本 を読 む お 母 さん の よ う

す が い つ もとか わ っ て い るの を 見 て ， ジ ョ

ンは ふ し ぎ に思 い ま した。 お 母 さん はだ ま

って 読 ん で い ま した ， そ の つ ぎの 日 お母 さ

ん は ちが う くつ を 紙 につ つ み ， 「これ か ら

お話 を した い の で くつ や さ ん に 行 って 来 ま

す 」 と言 って 出 か けて 行 き ま した。

帰 って 来 た 時 お 母 さん は何 か ぼ ん や ．り し

た よ うす で した ，．何 目か た って ジ ョ ンの く

つ が もど って 来 ま した 。 そ の くつ の１中 に も

ま た 同 じよ うな 小 さな 本 が 入 って いた の で

す ，， そ の夜 お母 さん は そ の 新 しい 本 を 読 ん

で い ま した，， ジ ョンは お 母 さん に 「ぼ くに

も読 ん で 聞 か せ て よ 」’と言 い ま した が ， お

母 さん は わ らい な が ら首 を よ こ にふ るだ け

で した ．

それ か ら何 年 か た った あ る 日の こ と， お

母 さん は二 足 目 の くつ を持 って行 った 時 に

くつ や さ んが 言 った こ とや， ど う して くつ

の 中 に小 さな 本 を入 れ た の か を は じめ て ジ

ョン に話 して くれ ま した。

くつ や さん は こ う言 った の で す。

「お ど ろ くか も しれ ま せん が
， くつ に し き

か わ を 入 れ る よ り も， も っ とか ちの あ る も

の を 入 れ て お き ます よ」

お 金 に か え られ な い たか らを くつ の 中 に

見 つ け た お母 さん は， や が て 末 日聖 徒 イ エ

ス ・キ リス ト教 会 の 会員 にな りま した。 そ

の小 さな 本 とい うの は １．．モ ル モ ン」 のせ ん

き ょ う しの パ ン フ レ ッ トだ った ので す 。

（ル シル ・シー ・リー デ ィ ング）
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１６の三角形

ど うして次郎 は太郎 を見て笑 っ

て いるので しょう。 なぜ な ら太 郎

が この大 きな図を１６の小 さな三角

形 にす る ことがで き るとい うか ら

です．鉛筆 をＡのと ころにおいて

そこにもどるまで はなさないで 太

郎のい うのが正 しいかど うか調べ

てみ ま しょう。
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こ い ぬ が

し った こ と

ジ ェ ネ ヴ ィ ー ヴ

ヴ ィ ・ハ ン ト

か い いた のへ いが ぱ た 一 ん とお とをた

た てた ので ， み る とぼ うや が で か け

て い き ま した ，， そ こで こい ぬ は もん の と こ

ろへ か け よ って ，と を あ け よ う と しま した 。

で もか け がね が た か す ぎて ， とて も と ど き

ま せん で した。 こいぬ はな きだ して しま い

ま した。 は じめ は ち い さ な こえで な いて い

ま した が ， な き こえ はだ んだ ん お お き くな

って い きま した。

「くん くん。 く一 ん， く一 ん」

ば らの しげ み で ひ る ね を して いた こね こ

が ， そ の こえ で め を さま しま した 、， う一 ん

とせ の び を して ，か らだ を ２， ３か いぶ る

ん ぶ るん させ る とに ゃ一 お とい って ， 「．ど

う して あ な た は そ ん な に な くの １とき き ま

した。

「ぼ く一 ， ぼ く， ぼ うや が い な い の で な い

て るの。 が っ こ うへ い って しま っ た ん だ

よ。 ぼ くい っ し ょに い きた い んだ ，、 くん く

ん 。」

「あ ら， ば か ね。 ぼ うや のせ んせ い は， あ

な た に が っ こ うへ き て ほ しい な ん て お も っ

て い な い わ 。」と こね こは しか りま した 、，

「あ な た は ， や さ しい な しの きお じい さん

の か げ で おや す み な さい な．．は し りま わ る

に は あつ す ぎ るわ ∩」

そ うい って ， こね こは な が い し っぽ をふ

りふ り， い って しまい ま した。 こい 轟 はた

め い き をつ いて ， こね こが み え な くな る ま

で じ っ とす わ って い ま した。 そ れ か ら くび

を か しげ ま しナニ． こい ぬ はか ん が え る と

き， いつ もこ うす るの で す。 あ の や さ しい

な しの き お じい さ ん のか げで や す ん だ らい

い の か し ら ？ それ と もが っ こ うへ い った

ほ うが い い の か１しら ？

ち ょ う どそ の とき， や おや さん が もん か

らは い って きて ， と を あ け っぱ な しに して

い きま した。 そ れ をみ た とた ん に， こい ぬ

は む ち ゅ うで ， に わ を ころ げ る よ うに か け

だ して い きま した，〕て あ しをぱ た ぱ た させ

て ， い っ しょ うけ ん め い み ち を は し って い

き ま した。

こい ぬ はま もな く 「せ か い は ぼ くの もの

だ 。．「 とい い た そ うに， お お い ば りで あ る

い て い る， と さか の あ か い お ん ど りに あ い

ま した。

１が っ こ うへ い くみ ち を お しえて ，、そ した

らぼ く， ぼ うや に あ え る んだ 。」 と こい ぬ

はた ず ね ま しだ ， お ん ど りは は ね をば た ば

た させ ， くび を の ば して お お ご えで こた え

ま した ，

１こけ こ っこ一 ， こけ ご っ こ一 ， お う ’ちに

（ １１ ）
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か え った ほ うが い い よ ．，１

で も こい ぬ は ど ん どん か け て い き ま し

た ．． しば ら くす る と， おが わ の そ ば で ク ロ

ー バ ー の は な か らみ つ をあ つ めて い るみ つ

ば ち に あ い ま した 、，

「が っ こ うへ い くみ ち を お しえ て。 そ した

らぼ く， ぼ うや に あ え るん だ 。」

「ぶ 一 ん ぶ 一 ん。 ぶ ぶ 一 ん 、、 お う ちに か え

った ほ うが い い よ ．」 と み つ ば ちは こた え

ま した ，

そ れ で も こい ぬ は は し りつ づ け て ， こ ん

どは ， は い い ろ の が ち ょ うの か ぞ くの な か

へ とび こん で し ま い ま しだ ，

ユ， ２， ３， ４， ５， ６， ７， が ち ょ う

の か ぞ くは ７わ もい ま した、、

「が あ ， が あ 。１と は い い ろ の が ち ょ うは

お こ り ま した 。 こい ぬ が こ ど もた ち を い じ

め る と思 った の で す。

こい ぬ は お ど ろ い て ， ふ る え な が ら ちい

さ な こえ で 「くん， くん ， くん。 ど うぞ は

い い ろ の が ち ょ う さん ， いか せ て くだ さい

ぼ くは ぼ うや に あ うた め に， が っ こ うを さ

が して い るだ け な ん で す 。」

が ち ょ うは ， こい ぬ が が っ こ うを さが し

て い る だ け だ と きい て ， お お き な つ よ い は

ね で こい ぬ を お しだ して ， 「が あ が あ ， そ

れ じ ゃい きな さい 。」 と い い ま した。

こい ぬ は か け だ そ うと しま した が ， あ し

を どう の な か に つ っ こん で こ ろん で しま い

ま した，、か らだ じ ゅ うど ろん こで す ，， こい

ぬ は な ん ど もか らだ をぶ るぶ る させ て ， ど

う を お と そ う と しま したが ， な か な か お ち

ま せ ん 、 １あ あ， こね こや お ん ど りや み つ

ば ちの い う こ とを き い て い れ ば よ か った な

あ，、 う ち に か え った ら， も う ２ ど とに げ な

い よ うに しよ う。」 と こい ぬ は お もい ま し

た 。 こん ど は む き を か え て ， どん どん う ち

へ か け て い き ま した。 そ して と う と う， や

さ しい な しの きお じい さん の ま つ にわ へ ，

ぶ じに もど って きた の で す ．，

「ほ ら ご らん。 あ な た ， よい こ とが わ か っ

た で し ょ う 。」 と こね こは た か い きの うえ

か らい い ま した 。

こい ぬ は う ち にか えれ た のが うれ し くて

こ とば が で ませ ん で した 。 けれ ど もぱ た ぱ

た し っぽ を ふ って こた えた ので す ，

１０頁 の
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レ ー モ ン と

に わ と り

バ ー ナ テ ィ ン ・

ビ ィ ー テ ィ ー

（フ ィ リ ッ ピ ン の 物 語 ）

一 モ ンは妹 の マ リア とい っ し ょに ，

レ
フ ィ リピ ンバ リオ （村 ） へ 長 く続 い

て い る で こぼ こ道 の かた わ らにす わ って い

ま した。 二人 の そ ば に は， 三 羽 の 白い め ん

ど りが 入 った竹 か ごが あ りま した 。

「い つ か， き っ と， 私 は め ん ど りをい くつ

か育 て るわ， そ して ビー ズ 糸 を買 うわ ， 青

い ビー ズよ ，夏 の朝 の お空 の よ うに青 いの

よ １マ リアは う っ と り と して い い ま した 。

レー モ ンは ， ち ょ っ と笑 い ま した。 女 の 子

は ， ど う して そん な つ ま らな い ものが ほ し

いの だ ろ うか と思 い ま した。

［お じい さんが き た わ よ」 マ リアが さけ び

ま した。 大 き な カ ラバ オ （水 牛 ） に 引 か れ

て ， ガ ラガ ラゆ れ なが ら， 車 は二 人 の 方へ

や って きま した。 レー モ ンは， お じい さん

の 横 に す わ って い る い と この マ ニ ュエ ル を

見 た と き， お もわ ず， は っ と しま した．、 そ

うだ ， マ ニ ュエ ル も市 場へ め ん ど りを 持 っ

て い くん だ。 ６ケ 月前 お じい さん は レー モ

ンと マ ニ ュエ ル に， 三 羽 の め ん ど りを くれ

ま した 。 １高 く売 れ るよ うに ，大 き く育 て

な さ い よ。 そ うす れ ば 自分 で使 え る お金 が

た くさ んで き るか らね 」 とお じい さん は い

って い ま した ，，今 朝 ， レー モ ンの心 は ドキ

ドキ して い ま した 、、 「お じ さん が マ ニ ュ エ

ル を 自ま んす る よ う に， ぼ くを 自ま ん して

も， も うい い よ， 僕 の め ん ど りは大 き くな

って い る もの」 す る と， マ リアが い い ま し

た。 「お じい さ ん は， マ ニ ュ エル と同 じよ

うに お 兄 さん を いつ も 自 まん して い るわ」

「ち が うよ， マ ニ ュ エ ル は学 校 の成 績 も良

い し， お 祭 りの マ ラ ソンで も優 勝 した よ。

お じい さん は， 僕 が勝 つ と思 って い た の に

な あ 」

「パ ブ ロが た お れ た とき， 助 けな け れ ば，

：：．郵亭 、
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お 兄 さん は 勝 て た わ よ， み ん な そ うい って

るわ ．」

と マ リア は い い ま した，， 「で も勝 った の は

マ ニ ュエ ル さ」 レー モ ン はい い ま した 。

［ドウ ドウ」 お じい さ ん は， レー モ ン とマ

リアの そ ば で ， 野 さ い と果 物 を つ ん だ 車 を
イ

とめ よ ５と たず な を 引 きま した。

「ヨー シ」 ， レー モ ンが 馬 車 に竹 か ごを乗

せ る と， お じい さん は 「こ り ゃす ごい， ふ

と った め ん ど り じ ゃ， レー モ ンよ ご とい い

ま した。

「サ ラマ ッ ト （あ り が と う） お じ い さ ん ゴ

マ ニ ュ エ ル は レー モ ンの め ん ど りを う らや

ま しそ うに 見 て い ま した 。 「め ん ど りを マ

ー ケ ッ トへ 持 って い った ら， い く らで 売 れ

るか が 大 切 なん じ ゃ」 「良 くふ と った め ん

ど り ほ ど， 高 く売 れ るか らね 」 お じい さん

は に っ こ り して い い ま した 。

マ ニ ュ エ ル は 「ぼ くは， レー モ ンよ り も

っ とお 金 を も ５け られ る よ 」 と 自 まん しま

した。

レー モ ン は 「マ ニ ュエ ル ， 今 は ちが うよ

今 日はぼ くの勝 ちだ よ 」 と答 え ま した。

お じい さん は に っ こ り して 「さあ さあ ，

こ っち へ お い で ， め ん ど りが売 れ て か ら，

決 め よ う よ」 と い い ま した。 「じゃ あ， マ

リア行 って くる よ」 レー モ ンは 水 牛 の車 に

よ じの ぼ りま した。

「レー モ ンま って ／ ま って マ ニ ュ エ ル ．」

マ リアは さけ び ま した 。

しば ら くい って お じい さん は ， 車 を とめ

ま した 。 そ して 村 で一 番 年 と った ， カ ロ ッ

タ マ ル チ ネ お ば あ さん を ， 待 ち ま した。 お

ば あ さん は と くい そ う に い い ま した。

「わ しの ま ごが 町 か ら や って きた ん だ よ、，

一 番 大 きな め ん ど り を くれ ん か。 わ しの か

ご を売 った ら来 週 お金 は 払 うよ 。「

マ ニ ュ エ ル は 「ヒ ンデ ィ （だ め だ よ） わ

る い け ど ぼ くは ， 今 お 金 が い るん だ 」 とい

い ま した、．

レー モ ン も， マ ニ ュ エ ル と同 じ こ とを い

お う と し ま した が ， この カ ロ ッタ マ ル チ ネ

お ば あ さん の こ とを思 いだ しま し．た。 お ば

あ さん は いつ も， とて も親 切 な人 で した、，

ほ ん と うに村 で， だ れ か が病 気 に な った り

困 った と きは ， い つ も一 番 に 行 って 助 け ま

した、、

レー モ ン は， マ ニ ュ エ ル と同 じ こ とが い

え ませ ん で し．た。 彼 は ， とび 降 りて ，竹 か

ご を あ け ，一 番 大 きな め ん ど りを おば あ さ

ん に わ た し ま した。 「レー モ ン， あ りが と

う。」 カ ロ ッタ おば あ さん は い い ま した。

車 が 動 きだ す と， マ ニ ュエ ル は笑 い な が ら

レー モ ンに い い ま した。

「君 は， も うめ ん ど りの お 金 を も らえ な い

よ，， カ ロ ッ タお ば あ さ ん は， 年 とって ， 忘

れ っぽ いか らね 。」 レー モ ンは た め息 を つ

き ま した。 僕 は， マ ニ ュ エ ル の よ うに上 手

な商 売 人 に は なれ な い な あ と思 い ま した 。

それ か ら， レー モ ンは 急 に 元 気 に な り ま し

た． そ れ は ， マ ニ ュ エ ル のめ ん ど り ３羽 よ

り， レー モ ンの 残 った二 羽 の方 が重 い か も

知 れ な い と思 っ た か らで す。

そ うだ と，今 日の 夕 方 に は ， た くさん の

お金 が入 るか も知 れ な い 。 レー モ ン は お じ

い さん の 顔 を ち ら っ と見 ま した が ， お じい

さん は 知 らん 顔 を して い ま した 。

み ん な が 市 場 へ き て み る と も うた く さん

の 人 が 集 って い ま した。 村 か らや って きた

人 々 は市 場 の 広 場 に 持 って きた もの をひ ろ

げ て い ま した。 レー モ ンと マ ニ・ユ エ ルが お

じい さん が 荷 物 を お ろ すの を手 伝 って い る

と き， お 客 が や って き ま した 。 女 の お客 は

「よ くふ と った， め ん ど りを くだ さい 」 と

い い ま した。 マ ニ ュ エ ル は 喜 こん で 自分 の

竹 か ご を お ろ して い い ま した。

「こ こに よい め ん ど りが い ます よ 。」 女 の

人 は 「これ な の ／私 は こん な の を ほ し くあ

（ ／４ ）



りま せ ん よ ．．とい って 車 の そ ば に や って き

ま した、、そ して レー モ ンの め ん ど りを指 さ

して 「そ この ， そ れ を下 さい 」 とい い ま し

た。 レー モ ンは とて も喜 こん で ， 竹 か ごか

らめ ん ど りを と りだ して わ た し， 女 の人 か

ら も ら った お金 を ポ ケ ッ トに 入れ ま した．，

マ ニ ュ エ ル は 「．ぼ くはめ ん ど りを む こ うへ

持 って 行 こ う ．とい って， マー ケ ッ トの 人

口 の近 くの あ いて い る と ころ を指 さ しま し

た、、

お じい さん は に っ こ り して 「そ うだ ， マ

ニ ュ エ ル ， ふ と った め ん ど りが い る と こ ろ

で は ， や せ た め ん ど りは 売 れ な い か ら ね

え ．１とい い ま した，，

１一まだ まだ 時 間 は あ り ます よ ．」 とマ ニ ュ エ

ル は 笑 い ま した ．， お じい さん は 「レー モ ン，

市 場 を見 に行 きた くな い か， お客 が きた ら ．

わ しが お前 のめ ん ど り を売 って や るか らい

って お いで 」 とい い ま し灯 、

レー モ ンは うなず いて ， とて も喜 こん で

お 店 の方 へ 歩 き だ しま した ， お店 には す ば

ら しい もの が た く さん あ りま した 、水 牛 の

角 の 柄 が つ い た ナ イ フや ， ベ ッ トや ， お菓

子 ， 魚 ， か ご， イ ナ ゴの つ くだ にな ど が あ

り ま した 。

とつ ぜ ん レー モ ン は ハ ッ トと して 立 ち ど

ま りま した。 それ は お店 に ビー ズ糸 ， あ の

夏 の朝 の よ う に青 い ビー ズ糸 が つ って あ っ

た か らで ず ，彼 は ， マ リア の こ とを思 いだ

しま した ，， さ っ きめ ん ど りを売 って も ら っ

た お金 で 買 え るか な。 レー モ ンは うれ しそ

う に ニ コ ニ コ して お 金 を だ して ビー ズ糸 を

買 い， ポ ケ ッ トの 中 へ ， 大 切 に しま い ま し

た．，

マ リア はび っ くり して 目を 輝 や か す だ ろ

うな あ。

急 に レー モ ンの 足 は おそ くな りま した。

で もぼ くが， さ っき 二羽 目 のめ ん ど りを 売

って も ら った お金 を， 青 い ビー ズ糸 を 買 う

た め に使 って しま った こ と が わか った ら，

マニ ュ エル は笑 うだ ろ う な あ， と思 い ま し

た。

「待 て ．／ どう ぽ う ／ 待 て ／ １店 の主 人

は， 大 きな 声 を だ して ， レー モ ンの 方へ 走

って くる 少年 を 追 い か け て きま した ．， レー一

モ ンは少 年 を つ か まえ て し っか りと押 え ま

した．Ｉ Ｉぼ くは， な ん に も と らな い よ ／ １

．少年 は こわ そ うに 店 の 主 人 を 見 あ げ ま し

九 ， 「ぼ くは ただ 仕 事 を さが して い た だ け

だ よ 」 「あ あ ／ や っ とつ か ま え た ぞ ．右

店 の 主人 は， 少 年 のみ す ぼ ら しい 上着 を

な で ま わ しま した。 主 人 は， 何 も見 つ け る

こ とが で きませ ん で した 、， それ で もお こ っ

て ， に らみ つ け， そ の子 の肩 を はげ し くゆ

さぶ り ま した。 １も う二度 とわ しの 店 に 近

寄 る な よ」 とい い ま した． 少 年 は， レー モ

ンの腕 の 中で もが きな が ら 「放 して よ ／一１

と い い ま した 。

そ の 子 は， とて もや せ て ， お な か が す い

て い るよ うに見 え ま した 。 レー モ ンは そ の

子 を 見 て ニ ッ コ リ笑 い 「も う こわ が らな く

て もい い ん だ よ， ぼ く らは友 だ ちに な ろ う

よ 。ぼ くとい っ し ょに お い で よ。 お母 さん

が 作 って くれ た ， 食 べ物 を あ げ る よ」 少 年

の 顔 は， 喜 こん で 二 人 が ， お じい さん の と

ころへ 戻 る と き に は， とて もは し ゃい で お

し ゃべ りを して い ま した 。

「この子 は だれ だ 」 お じい さん は たず ね ま

した ， 「ぼ くの新 しい友 だ ちだ よ， お な か

の す いて い る友 だ ち さ一１と レー モ ンは答 え

ま した 。

「ぼ くは， ジ ュ ア ンで す 」 そ の子 は い い ま

した 。 「よ く きて くれ た ね， ジュ ア ン よ」

と お じい さん は や さ し くい い ま した 。

「ぼ くは， おば さん とい っ し ょに住 ん で い

ます 。 で も， お ば さん は ，ず っ と病 気 な ん

で ず ， だ か らぼ く， 仕 事 を 見 つ け よ う と思

っ た んで す。
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おば さ ん に， お く り もの を あ げ たか った

ん で す 。一「 少 年 は， こ うい って こ わ そ うに

レー モ ンを 見 あ げ ま した 、， 「ぼ くは， ど ろ

ぼ うで は な い よ 」 「．そ うだ と も， 君 は， ど

ろ ぼ うで は な い よ 」 お じ い さん は， 少 年 と

レπ モ ンの 二 人 へ ， 食 事 を も って きて 「さ

あ ， い っ し ょ に食 べ よ う」 とい い ま した ，，

ジュ ア ンは お じい さん が お いて くれ た 食 事

を て い ね い に わ け て ， お じい さ ん に 「これ

を ， ぼ くの お ば さん に持 って い って もい い

？ ぼ くは そ ん な に ， お な かが す い て い な

い ん だ よ 」 とた ず ね ま した。

レー モ ンは の どを ， ご く りと させ て 「も

ちろ ん い い と も」 と い い ま した．， お じい さ

ん は ま た ほ か か ら マ ンゴ とた ま ごを だ して

きて 「こ こ に も まだ あ る よ 。」 とい い ま し

た 。 ジ ュ ア ンの 目 は， か が や い て ， 立 ち あ

が り， は ず か しそ う に笑 い ま した 。 「み な

さん ， あ りが と う」 「待 って， ジ ュ ア ン」

レー モ ンは そ うい っ て， か ごか ら さい こ の

め ん ど りを だ して き ま した。 そ して 「これ

君 の おば さん へ あ げ るお く り もの だ よ」 と

い って わ た しま した。 ジ ュ ア ンは ， ち ょっ

と， ど う して 自分 が こん な に親 切 に され る

の か ， わ か りませ ん で した 。 マ ニ ュ エ ル が

む こ うか らか らに な った 竹 か ごを も って ，

こ っ ちへ 走 って き た とき も， ジ ュ ア ンは，

まだ ど う して かん し ゃ し よ うか ， も じも じ

して い ま した。 それ か ら， ジ ュ ア ン は手 を

ふ って ， 人 ご み の 中 に 消 え て い き ま した。

マ ニ ュ エ ル は， 大 声 で わ らい ま した。 か れ

は ポ ケ ッ トに手 を入 れ て ， お金 を い っぱ い

と りだ しま した。

「お じい さ ん 見て よ 」 マ ニ ュ エル は 自 ま ん

そ う に い い ま した、， そ して 「さ あ， こ ん ど

は ， レー モ ンが ど れ だ け も うけ た の か見 せ

て よ」 と い い ま した。

「レー モ ンお いで １とお じい さん は い い ま

した 。 レー モ ンは た め い きを つ き ま した。

ポ ケ ッ トか ら， ビー ズを だ して 「．マ リアへ

の お く り もの だ よ 」 とい い ま した 。 マ ニ ュ

エ ル は 「そ れ だ ．けな の」 とた ず ね ま した 。

「そ うだ よ 」 レー モ ンは お じい さ ん の方 を

む い て ， 「ぼ くは ， じ ょ うず な商 売 人 に は

な れ な い だ ろ うね 」 と い い ま した、，

お じい さ ん の黒 い ひ とみ が， き ら っ と光

りま した 。 お じい さ ん は， レー モ ンに い い

ま した 。 「レー モ ン， お ま え は， 自分 の め

ん ど り を ３つ の も の に売 った こ とに な るん

だ よ１、 ひ とつ は， カ ロ ッ タお ば あ さん の 幸

福 ， それ か ら新 しい お友 だ ち， そ して お ま

え の 妹 の た め へ の 美 しい お くり もの だ ね．，

これ ら は お金 よ り も， も っとね うち が あ る

ん だ よ。 お ま え の商 売 は ， じ ょ うず だ った

よ。 わ しは， お ま え を 自ま ん して い るよ ，

レー モ ンよ．・

レー モ ンは胸 が あ つ くな りま した。 そ し

て マ ニ ュ エ ルが， が っか り して お こ って い

る のが わ か りま した 。 マ ニ ュ エ ル は ， レー

モ ンの手 の 中 で， 宝 石 の よ うに か が や い て

い る ビー ズ と， 自分 の 手 にあ る お金 を 見 つ

めて い ま した、、彼 の お こ った顔 は だ ん だ ん

な くな って い きま した 。

マ ニ ュ エ ル は ， じ っ と立 って い ま した が

や が て ニ ッ コ リとほ ほ え み ま した 。 そ して

［お じい さん ， お じい さん は ぼ くた ちが ど

うな る か知 って い た ん で し ょ う、，そ して 僕

に大 切 な こ とを教 え よ う と思 った ん で しょ

う」 とい い ま した ． お じい さん は ， や さ し

そ うに わ ら って 「マ ニ ュ エル が ， よ くわ か

っ て くれ た ら， わ しは うれ しい よ」 とい い

ま した。

レー モ ン とマ ニ ュ エル の 目が あ った と き

２人 は い っ しょに 笑 い ま した ，， お じい さん

は， とて も とて も ２人 を よ く知 って お り，

た く さん の 愛 を も って い ま した 。 ２人 に と

って， そ れ は そ れ は 深 くて 強 い 愛 だ っ たん

で す。

（ １６ ）
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過 ぎ 越 し の 祭 ．り

ヘ レ ン ・ ブ レ ー ク ・ ス ミ ス

は教会の会員 として， もうす ぐ半世紀 にもな ろうと して おり私

ますが，今までに 日曜学校 の先生 の経験 があ りま せ ん で し

た。現在，１６歳 と１７歳の生徒を教え る責 任をいただ いていますが，

彼 らが いわゆ る 「難か しい」年代なので，私 自身困惑す る時が あり

ます。す ぐれた教師用手引はいずれ も 「生 き生 きと教 えな さい」 と

忠告 してい ます。

生徒た ちは「パーテ ィーを しま しょうよ／」とたび たびいいます。

この授業 に興味を覚えない クラスをど うした ら生 き生 きと教え ら

れ るで しょうか。 日曜学校でパ ーテ ィーをす ることが良いので しょ

うか。慣れない教 師は，何 をすれ１ま良 いので しょう。

私 た ちは 「主の メッセージ」 の ９課 を勉強 して いました。私が彼

らに 「過 ぎ越 しの祭 り」 について説明 していた とき， それが生徒 た

ちに伝わ っていない と痛切 に感 じたのです。 その時急 に私 は 「自分

た ちで過 ぎ越 しの祭 りを してみた ら，教師 と生徒 がひとつ にな るの

で はないだ ろうか」 と思いつ きま した。時期 的にはいい し，この よう

な休 日として祝 うお祭 りで私 は もっと生徒 に近づ けるので はな いか

と考 えま した。 この私 の提案 に対 して も，生徒 たちはそんな に熱心

で ありませんで した。 で もこの考えは受け入 れ られ ました。それ も
星更まあだれかがや るか らいいさ”とい う程度の暗黙の了解で した

。

私 はバ イブルで使われてい るよ うな ことばを，羊皮紙の よ うな紙 に

書 き巻 き物のよ うに細 い棒 に巻 きつ け， わ らで結 んだ招待状をだ し

た らと思いま したが，生徒 た ちはあま り興味 を示 しませんで した。

クラスの役員は，その招待状 を渡す ことには賛成で した。 もちろん

不活発会員 も招待 しま した。
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過ぎ越 しの祭 りの研究

何 か出席 者をあ っといわせ る ことが どのよ うなパーテ ィーで も一

番大切です。私 はそれ を 自分で製作 しようと決心 しました。 それで

公共図書館 と．２， ３のユダヤ人 の友人 から教 えを受けて資料を集 め

ま した。 ユダヤ人の信仰 の ３つ の形式 から彼 らの習慣を浮 きぼ りに

して，多少変わ った ところがあ った と して も，本物の過 ぎ越 しの祭

りの形をそのまま表 わせ るものを工夫す ることがで きま した。

古代の祭 りを調 べてい くにつ れて，私 はユダヤ人の信仰の中にあ

る神 への愛 また家庭や 家族が美 しい生活を しようとしてい る信念に

強 く心を打たれま した。私 はセダー （奉仕 の順序の意）が過 ぎ越 し

の前夜に行われ，八 日間の祝 いの最 も盛 り上が る日であ ることに気

がつ きま した。

過 ぎ越 しの一週 間の時だけ使 われ るお皿 は，持 ち寄 って洗われま

す。 また過 ぎ越 しに使 われる銀 の器 はきれ いに磨かれます。 明 る く

きらきらとあか りの ともった家 は，家族の族長か一番年上の男の人

の指示によ って， この古代 のな らわ しに参加す るため に集 まるとき

それは，家族の幸福 その ものを光 りかがやかせてい るよ うです。

過ぎ越しの祭 りの準備 は高 まる

クラス委 員長 が，私 たち２８人 の夕食 をす る部屋 をお母 さんにたの

んで くれていたので，私 は この祭 りの出来事 を書 きつづけ ることに

専念で きま した。親 切なそのお母 さんは， よ く私た ちの意図を理解

して下 さり，食堂 を使 うのは もちろん，樫 の木でで きた家具 ・すば

らしいテー ブル掛 け，陶磁器， フォー ク類な どを も使わせて下 さい

ま した。

夕食の 日が近づ くにつ れて，私 は会員た ちに電話 をかけ，特別に

助 けをお願 い したい とお話 しし，責任 を割 り当て ました。 彼 らは こ

れ らのお願 いを喜 こんで受 けて下 さいました。

過 ぎ越 し
しるし

私 たちは ドアに， 「小羊 の血」を象徴 した印をつ けてい る彼の家

に集 ま りま した。．クラス委員長 は， ク ラスを一っの家族 と み な し

て，族長 すなわち 「父親」の役 につ きました。

みんなが黒 いち りめん紙で作 ったマ マカス （丸ず きん） をかぶ る

と彼 はユダヤの聖典 を読み ま した，（その帽子 は神の御手に守 られて

い ることをあ らわすものです）少女た ちは手を洗 う儀式 のため とか

わい らしい青 い水 さ しと リンネルの ナプキ ンを配 りま し た。 そ し

て，私 たちは立 ちあが って， さあ， はじめま しょうと 「苦菜」 を食

べま した。

それか らクラス委員長 の家で美 しいテー ブルのそれぞれ定め られ

た席につきま した。 そのテー ブルの 中央 には先祖か らず っと継承 さ

れてきた ７つの枝 のつ いた大燭台が おかれて ありま した。

家族の長 の前 には， セダー を象徴す る大皿が置かれま した。 これ

にはいけにえの羊をあ らわす焼 かれた小羊の骨，生命 と希望の象徴

であ る焼 かれた卵，義 を失 った者 の苦 しみ をあらわす 「苦菜」 とし

て しょうがの根 とパセ リ 「イス ラエル人が エジプ ト人に強制的に奴

隷 にされて血み どろで赤 いれ んがを作 った ことを あらわす」 リンゴ

と豆 と酒 （私た ちはグ レープ ・ジュー スを用 いた）の混ぜ合わ され ．

た赤い ものが置 かれま した。

「族長」はテーブルの上座 で管理 し， お客 と して きてお り，また

最年少の出席者 で もあ った私 の息子が，伝承 されて いる 「四つの質

問」を し，族長は束縛 か ら逃 れたイス ラエルの子孫の古代の物語 り

を語 りま した。

トー ラ （律 法の書） には次のよ うに書かれてい ます。

「後にな って，あなたの子 が ｒこれはどん な意味ですか」 と問 う

．な らば， これにいわなければな らない， ｒ主が強 い手を もって，わ

れわれをエ ジプ トか ら，奴隷 の家か ら導 き出された …∵」 （トー ラ

出 エジプ ト記１３：１４）

主人役は徳高い女性 に関するソ ロモ ンの ことばを暗論 し，家族の

母親に対す るヘ ブライ人 の祈 りを読 みま した。 そ して，ヘ ブライ人

の食事の祈 りを しま した。

聖な る儀式を演 じる時，、そ こには荘厳 さが ありましたが，またお

もしろ くて楽 しい もので もあ りま した。私が儀式 のひとつ ひとつを

説 明 してい るとき，若 い人たちの顔 が明る く輝や くのがわか りとて

もうれ し く感 じま した。彼 らの目はき らき らと輝や きいつ もと違 っ

たパー ティーを してい るとい うだけでな く，経験 を通 じて，生 き生

きとした学習 の時間を もっているのだ とい うことを，は っきりと告

げていま した。

５４



私た ちは，その後天然 色映画 を借 りて，聖地 の旅 をしま した。奇

蹟 が行 なわれ た有名な ところや， クラスで討 論 した ことのあるた と

え話 が話 された有名な ところを見てい きま した。 それか ら， エルサ

レムか らカルバ リに通ず る，狭い曲が りくね った路 の苦痛 の旅を見

ま した。

私 たちの過 ぎ越 しの祭 りは終 りま した。特 別なお客さん も含めて

みんなが，聖書 にある古代の祭 りに実際に参 加 しま した。彼 らはこ

の企画 が 「つ ま らない考え」 とは思わないで，私 たちが食べ たり演

日曜学校

じた りした事 の意味や 目的をみな熱心に知 ろ うとしていま した。

次の日曜 日の彼 らの ようすは私が知 りたい と思 っていた ものをみ

な教 えて くれ ま した。 まず，朝のあい さつは固苦 しく形式 的な態度

が な くな って，親 しみのあ る 「おはよ う」で した。

そ して私が 「イエスさまが この地 上にい らっしゃった そ の 時 の

「ならわ し』 は……」 とい って レッス ンを始めた時，生徒 たちが関

心 を持らて，耳をすま してい ることが感 じられま した。私 はつ いに

彼 らとか よいあ うことがで きた．のです。．

○

過 越

この月 の十 日 に おの お の ， そ の 父 の 家 ご とに 小羊 を取 らな けれ ばな らな い。

す な わ ち， 一 家 族 に小 羊 一 頭 を 取 らな け れ ば な らな い。 も し家 族 が 少 な くて一 頭 の小 羊 を食 べ きれ な い と き

は， 家 のす ぐ隣 の 人 と共 に ，人 数 に従 っ て一 頭 を取 り， お の お の 食 べ る と ころ に応 じて， 小 羊 を 見 計 らわ な け れ

ば な らな い。 小 羊 は傷 の な い もの で， 一 歳 の雄 で な けれ ばな らな い。 羊 ま た は や ぎ の うちか ら， これ を 取 ら．な け

れ ば な らな い。 そ して この月 の 十 四 日ま で， これ を守 って 置 き， イ ス ラエ ル の 会衆 は み な，夕暮 に これ を ほ う り，

そ の血 を取 り， 小 羊 を 食 す る家 の 入 口 の二 つ の柱 と， か も い にそ れ を塗 らな け れ ば な らな い。 そ して そ の夜 ， そ

の 肉 を火 に焼 いて 食 べ ， 種 入 れ ぬ パ ンと苦 菜 を添 えて 食 べ な けれ ばな らな い。 生 で も， 水 で煮 て も， 食 べ て は な

らな い。 火 に焼 い て ， そ の頭 を足 と内臓 と共 に食 べ な けれ ば な らな い 。 朝 ま で そ れ を残 して おい て は な らない 。

朝 ま で残 る もの は， 火 で 焼 きつ くさ な け れ ば な らな い。 あ な たが たは こ う して， そ れ を食 べ な けれ ば な らない 。

す な わ ち腰 を 引 きか らげ， 足 に くつ を は き， 手 につ えを 取 って， 急 い で そ れ を食 べ な け れ ば な らない 。 これ は 主

の過 越 で あ る。

出 エ ジ プ ト記 １２章 ３～ １１節
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ア イ バ ン ・Ｊ ・ パ レ ッ ト

ジ ョセ ブ ・ス ミスの物 語 を読 む すべて の人 は， その幼年 時

代 の勇 気，青 年時 代 の信仰， その生涯 を通 じて家族 が ジ ョ

セ ブに示 した大 いな る愛 を見 出すに ちが いあ りませ ん。

ジ 「ヨ セ フ ・ ス ミ

大 い な る感 動 を呼ぶ もの

ジ ョセ ブ ・Ｆ ・ス ミス大管 長 は， ジ ョセ ブ ・ス ミス の少 年

時 代 につ い て思 い を め ぐらす とき いつ も大 い な る感 動 に満 さ

れ ると述 べ てお られ る．。確 か に ジ ョセ ブ ・ス ミス の無 邪 気 で

素 朴 な少 年 時 代 は ， 彼 に感 動 を与 え る もの で あ った に違 い な

いＱ

そ の少 年 時 代 とい え ば， 当 時 の子 供 た ち となん ら変 わ りの

な い も のだ らた 。 「貧 しい な が ら も， そ の両 親 は正 直 で 善 良

な人 だ った 。 二人 は真 理 を喜 び， 心 か ら自分 の良 心 に従 って

生 きた い と望 ん で い た。 どん な人 々 に対 して も変 らない 愛 と

善 意 は 心 に も行 な い に もあ らわれ ， 子 供 た ちは これ らの こ と

を 心 に しみ 込 ま され て い た。 二 人 は固 く神 を 信 ず る人 た ち で

あ り， 子 供 た ち を神 が見 守 って 下 さ って い る こ とを信 じて い

た 。彼 らは しば しば， 神 か ら親 し くお 告 げを 受 け た。 夢 や示

現 や霊 感 に よ って 。 子 供 が 死 にそ うに な った 時 に は， いや し

て そ の祈 りに応 え られ た の で あ った 。」 （ジ ョセ ブ ・Ｆ ・ス ミ

ス著 「福 音 の教 義 」 ４８８頁 ）

祈 りは ス ミス家 で は ， 日常 の 習慣 で あ っ た。 父 ス ミスが チ
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ス の 少 年 時 代

ヨ ッ キの ポ ケ ッ トに あ る眼 鏡 を ま さ ぐりは じめ る と， 子 供 た

ちは 祈 る準 備 を した もの で した。 夕 べ の 祈 りが終 る と， 彼 ら

は 「今 日一 日 も過 ぎ去 りて ， わ れ ら床 につ か ん」 と歌 った の

で あ る。

勉 学 と労 働 の幼 少 時 代

ジ ョセ ブと そ の兄 弟 姉 妹 た ち は， 毎 日聖 書 を読 む よ うに教

え られ た。 あ る近 所 の人 が ， ス ミス家 に つ い て次 の よ うに い

って い る。

「彼 らは家 の中 に学 校 を つ く
って， 聖 書 を勉 強 して い る」

ジ ョセ ブ の教 育 を 受 け る機 会 は 限 られ て い た と は い え， ニ

ュー ハ ンプ シ ャ ー州 の ヴ ァ ー モ ン トに あ る学 校 と ニ ュ ー ヨー

ク州 のパ ル マ イ ラにあ る学校 に通 った。
　

ジ ョセ ブ ・ス ミスは 貧 しい生 ま れ で あ っ た。 両 親 は 農 夫 で

あ り，物 質 的 には 恵 ま れ て い な か っ たが ， 精 神 的 ， 霊 的 には

豊 か であ った 。 ジ ョセ フは兄 弟 た ち と一 緒 に な って 一生 懸 命

に働 い たｐ 後 に， ジ ョセ フ ・ス ミス は次 の よ うに言 って い る

「私 の 家 は物 質 的 に恵 まれ て い なか
っ たの で， 自分 た ち の
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手 で働 か ね ばな らず， そ の 日暮 しの仕 事 を 見 つ けて や とわ れ

た りす る こ と も しば しば あ った。 時 々 は家 に い て働 くこ と も

あ った ので ， 落 ちつ い た生 活 を す る こ とが で き た 。」

し ば しば ジ ョセ フ ・ス ミス は， 金 持 ち の農 夫 で あ った マ ー

テ ィ ン ・ハ リス に雇 わ れ た。 彼 が ジ ョセ フ に支 払 っ た賃 銀 は

他 の雇 い人 の 中 で は最 高 で， ５０セ ン トで あ った 。 マ ー テ ィン

・ハ リスは 今 ま で彼 が雇 った人 の中 で
， ジ ョセ ブが 一 番 の働

き手 で あ った と述 べ て い る。

「わ が 父 の 家族 の 中 で最 も高 貴 な 人 」

十代 にな った とき， ジ ョセ ブ は最 年 長 の 兄 アル ビ ンを賞 讃

し，殆 ど偶 像 視 して い た。 後 に， ジ ョセ ブは彼 につ い て書 い

て い る。

「彼 は わ が父 の家 族 の 中で
， 最 も年 長 で ，最 も高 貴 な人 で

あ った。 彼 は世 間的 に も高 貴 な人 の部 類 に入 る人 だ った。 彼

に は狡 猜 さ は な く， 子 供 の時 か ら， 一 点 の くも り もな く生 き

た。 生 れ て以 来 ， 彼 は決 して 馬鹿 騒 ぎを しな か った。 彼 は公

平 で真 面 目 で決 して 世 の遊 び を しな か った。 い つ も苦 労 して

い る父 母 を思 う真 面 目な 人 で あ った。 … … …」

アル ビ ンは強 くて ハ ンサ ムだ った。 聖 書 に完 全 な人 と して

述 べ て あ る ア ダ ム と セ ツ に比 す べ き もの とか つ て ジ ョセ ブ は

言 っ た ことが あ る。

あ る 日， ジ ョセ ブ と アル ビ ンが パ ル マ イ ラへ 行 っ た と き，．

二 人 の ア イル ラ ン ド人 が けん か して い るの を丸 く輪 に な って

見 て い る一 団 に 出会 った 。地 面 に そ の 一人 が叩 きつ け られ る

ま で， アル ビ ン と ジ ョセ ブは じっ と見 て い たが ， そ の と き，

アル ビ ンの眼 は 怒 りに燃 え た 。 この け ん か の結 末 が アル ピ ン

の正 義 感 を 呼 び さま した の だ った。 彼 は群 衆 を押 し分 けて 進

み ， 勝 ち誇 った乱 暴 者 の え りを捕 え る と， け ん かを 見 て いた

人 の輪 の向 こ うへ彼 を投 げ飛 ば した。

暖 炉 の 前 で の タ ベ の 集 り

主 の 御 業 を ジ ョセ ブ ・ス ミス に告 げ る た め， 天 使 モ ロ ナ イ

が 彼 の 前 に現 わ れ た と きか ら， モ ル モ ン経 を こ の世 に もた ら

す こ とが 彼 の主 な仕 事 とな った。 それ で ス ミス家 は ， 毎 晩 暖

炉 の前 に集 ま り， ジ ョセ フが話 す ， ア メ リカの 古 代 住 民 の 驚

くばか りの 話 の と り こに な っ て しま っ た。 ジ ョセ ブ は， 古 代

ア メ リカ人 の 着物 ， 旅 の方 法 ， 乗 り もの に使 う動 物 ， 都 市 ，

戦 いの 方法 ，礼 拝 方 法 な ど， ジ ョセ ブが あ たか も一 生 涯 彼 ら

の間 で暮 した よ うに ，微 に入 り細 に わ た っ た説 明 を す るの だ

っ た。 この よ うな最 初 の夜 ， ジ ョセ フ の興 味 あ る物 語 に家 族

が じっ と耳 を傾 け♂ い た とき， ア ル ビ ンは い った 。

若人のペー ジ

『さ あ， も う遅 い か ら寝 よ う。 明 日 は， 朝 早 く起 きて 仕 事

を した ら， い つ もよ り早 く終 るよ。 それ で， お母 さん に早 く

夕 食 の仕 度 を して い た だ い て， 夕 食 後 ， 皆 で ゆ っ く り話 が き

け る じ ゃな い か。 ジ ョセ ブ， 君 が 話 して い るの は ，神 が君 に

お示 し に な った偉 大 な事 柄 な ん だか ら， 私 た ちは そ う しよ う

よ 。』

若 い予 言 者 が天 使 モ ロ ナ イか ら示 現 を 受 け たニ ヵ月 後 に，

ア ル ビ ンは胆 汁 炎 に な り， 村 の医 者 が 手 を尽 した が， 死 ん で

しま っ た。 死 の前 に， ア ル ビ ンは 家族 の 一人 一人 に言 葉 を の

・こ した。 ジ ョセ ブ に対 して ， 「善 良 な 少 年 に な って欲 しい。

そ してそ の記 録 を 得 る為 に全 力 を尽 しな さ い。 導 き を受 け る

よ うに忠 実 で あ って ，与 え られ るす べ て の い ま しめ を守 りな

さ い。 君 の兄 アル ビ ンは君 を残 して ゆ か な くて は な らな い。

．で も， 君 に示 した私 の 模範 を思 い 出 して， 君 よ り小 さ い兄 弟

た ち に今 度 は 君 自身 が模 範 とな って欲 しい。 父 と母 に はい つ

も親 切 で あ る よ うに」 と。

ジ ョセ ブは アル ビ ンが死 ん だ とき の深 い悲 しみ を 思 い 出 し

て は ， あ の柔 和 な心 の持 主 だ っ た兄 に対 して 張 り裂 け るよ う

な悲 しみ を味 わ った， と後 に思 い出 と して 述 べ て い る。 ア ル

ビ ンは， 死 の 寸前 に， 主 の使 い の訪 れ を 受 け たの で．あ った。
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若人のページ

正義を信 じたジョセフ

ジョセフは大きな体格の，青い目の，亜麻色の髪をした男

児であった。彼は良い性格でもの静かな男だった。幼ない時

から思慮深 く従順で，やさし、く愛 らしい気質をもち，善良な

性格，従順，忍耐，根気，勇気 という根本的な美徳をそなえ

ていた。彼はどんな人に対 しても決 して，好戦的に事を構え

るようなことはしなかった。 しか し，弱い，力のない者につ

けこむ不正や悪だ くみを見たとき，彼はその誤 りか ら守るた

めに，戦 う準備をした。かつて，彼がまだ少年のとき，妻を

鞭打 っている男に出合 った。不正に対する怒 りが，彼を行動

に駆 りたてた。彼が３７才のとき，この出来事を思い出して次

のように述べている。

「妻を鞭打つような男は臆病者である。私が子供だったと

き，妻を鞭打 っている男と戦ったことがある。それはたいへ

んな戦いだった。 しかしその男は妻を打ち続けていた。これ

が私を勇気づけ，私は彼が もう沢山とい うまで，その男を鞭

打った。」

「救われるために私は何をなすべきか
」

ジョセブ・ス ミスはこの世的な教育という点では，教育の

ない青年であった。 しか し，ジョセブは天父，イエス ・キ リ．

ス ト，聖霊，天使たちか ら教育を受けたので，彼よりもす ぐ

れた知性のある人を何入ふ合わせても，とても彼には及ぼな

いであろう。 「神の独 り子が墓からよみがえり，昇天された

出来事以来， この世に起こった最大の事件は，少年ジョセフ

ス ミスに御父と御子が訪れた事である。」とジョセブ Ｆ ・ス

ミス大管長は述べている。ジョセブ ・ス ミスは家庭で宗教教

育を受け，天父と彼との関係を鋭敏に察知 していた。１４才の

とき，彼は 「救われるために何をすべきか，また，すべての

教派の中でどれが正 しいのだろうか」という疑問をくり返 し

考えていた。村の牧師にこれを尋ねたあと，彼は聖書を開き

それに対す る答えを得る鍵を見つけた。

「あなたがたのうち，知恵に不足 している者があれば，そ

の人は， とがめもせずに惜 しみなくすべての人に与える神に

願い求めるがよい。そうすれば，与え られるであろう」

（ヤコブの手紙 １：１５）

彼はこの約束を実際にやってみようと考えた。この希望あ

ることばを読んだ翌朝，彼はひっそ りとした森へこもった。

その森は，彼の母のス トーブにくべる薪を切ったところであ

るが，そこで祈 り，光栄ある示現を受けた。 ３

「しかし，私は自分を捉えたこの敵の力から何 とぞ逃れし
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あたまえと，全力を振 りしぼって神を呼び兼めたが，私が今

にも絶望に打ち沈んでわが身を破滅に任せようとしたその瞬

間，それは考えただけの滅亡とい うようなものではなく， 目

に見えぬ世界から来た何ともわか らぬ生 き者で全くこれまで

私がどんな者に逢っても覚えたことのない程の驚くべき強い

力を具えた力に．打ち負けて，わが身を見捨てようとしたその

瞬間， この非常な驚きの瞬間である，私は自分の真上に太陽

にも増 して揮やく一つの光の柱を見た。そしてその光の柱は

次第に下 りてきて，光はついに私の上 にふ り注いだ。その光

の柱が現われるや否や，私はわが身を縛 った敵から救い出さ

れた事に気が付いた。そ してその光が私の上に留まった時，

私は筆紙に尽 し難い輝きと栄光とを有 ちたもう二人の御方が

私の真上の空中に立ちたもうのを見た。そしてその中のお一

人が私に言葉をかけて私の名を呼びたまい，他のお一人を指

して 『こはわが愛子なり，彼に聞け』と仰せられた。

（ジョセブ ・ス ミスの著 ２：１６，１７）

パウロのように

この輝か しいメッセージは，老若を問わず全ての人々に，

ひじょうな感動とよろこびを与えて来た。それから何年か後

の１８３４年に，１３才になるエ ドワード・スティーブンソン少年

は， ミシガン州のポンティアックに住んでいたのだが，予言

者ジョセブ ・ス ミスが手を挙げて，

「私は神が存 したもうことを見た者である。なぜなら，私

は真昼に神を見たか らである。それは，１８２０年の春，静寂な

森の中で祈 っていたときであった」

と証詞するのを聞いたとき，入口に座 っていたこの１３才の

少年は叫んだ。

「ああ， この人はなんてすばらしい人なんだろう。昔の使

徒パウロのようにこの人は大胆に自分が神の御前に居たと証

詞 しているんだ。」

この最初の輝かしい示現により，すべての少年少女たちは

将来の導きを得 るたあの教訓を受けることができる。真理を

知ろうとす る願いに対 しては，霊感が与えられるということ，

心からの祈 りは常に天父によって聞き届けられ，答えられる

ということ，真理を知ったとき，それに反対する悪の力 と戦

う準備をしなければならないとい うこと，努力という高い代

価を払わねばならないこと，正 しい生活をすべきこと，すべ

ての苦 しみに打ちかつように，神が力を与えて下さるという

確信をもって他人に奉仕すべきことを学ぶであろう。
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青年女子相互発達協会は１８６９年１１月２８日に組織 され， そ

の後１８７５年には青年男子相互発達協会が組織 された。

１８６９年１１月２８日，ブリガム・ヤング大管長は，いつ ものよう

に家族の祈 りをした後，その家族に次のように述べた。

「イスラェルの人々は私の家族に注目し，模範を見ようとし

ている。……そのために私はまず最初に私の家族をととのえ

て，秩序 と倹約 と勤勉を習慣づけ，愛を高めるための会を作

りたい。 とくに衣服や食べ物にぜいたくをせず，また無駄な

話 しをしないようにしなさい。今は，姉妹たちが服装に心を

奪われることなく質素な衣服を用い，謙遜な態度で，世の人

々に手本とされるような価値ある模範を示さなくてはならぬ

時である。末 日聖徒の婦人たちは皆世のつまらぬ流行に心を

奪われることのないようつとめている。……私はあなたがた

に自分の型を確立 してほしいと願 う。あなたの衣服をこざっ

ぱりとととのえ，鳥自分の手でそれを飾 りなさい」

「シオンの娘たちが
，教会の古い会員である父や母を助けて

私の教えてきた原則を広あ，教え実践できるように私は長い

間一つの組織を作ることを考えてきた。……私は神の娘たち

に， 自分たちのたら６に備えられている福音の知識を得てほし

いと願 っている。そのために，この組織を作りたいと思いレ、

また私の家族がその中で人々に率先 して働 くものとなってほ

しいと願 う。やがて私たちはぜいたくをつつしむ組織をつく

る。あなたがたは皆その組織に参加 してぜいた くな衣服や食

べ物をやめ，不必要なことばを口にしないと決心 して ほ し

い。今まであなた方は深 く考えないで軽率なことばを話すと

いう罪を犯 してきた。あらゆる無駄なよくないことから難れ

て美しく善いことを育てなさい」

ブリガム ・ヤング大管長のひ孫が祖母か ら聞いた意味深 く
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お もし ろい経 験 に つ い て語 っ て い る 。ブ リガ ム ・ヤ ング 大管 長

は無 駄 を つ つ しむ組 織 を つ くる ことを 特 に強 調 して語 った。

彼 の 娘 ゐ うち １０人 は す で に デ ー トをす る年 令 に達 し て い た

が ， そ の 次 の 日曜 日の夜 ， １０人 の若 者 が 教 会 を訪 れ た。 夜 の

とば りが す っか りお りた。 一 人 の娘 が ラ ン プの シ エー ドを お

ろ して部 屋 を 暗 く し， ロマ ンチ ック な雰 囲 気 の 中 で， あ る人

は歌 い， あ る人 は本 を ひ ろ げ， あ る入 は 聖典 を読 ん で い た。

急 に ブ リガ ム ・ヤ ング大 管 長 が腕 に１０の 帽子 を か か え て ライ

オ ンハ ウ スの居 間 の戸 口 に姿 を あ らわ した。

皆 が あ っけ に と られ て い る うちに彼 は 若者 た ち の そ ばへ 行

き帽 子 を手 渡 しな が ら， 部 屋 を 出 て 行 って くれ るよ うに告 げ

た。 彼 らが立 ち去 つ た後 ， 大 管 長 は や さ し く， しか し， は っ

き り と娘 た ち の行 いを さ と した。 そ の後 ，彼 女 た ち は も う二

度 と ラ ンプ を暗 くは しなか った 。

１８７５年 ブ リガ ム ・ヤ ング 大 管長 は教 会 の若 い人 に向 か い こ

の よ うに話 した。

「あ な た方 は互 い に発 達 す るた め の会 を組 織 しな さい
。 真 理

と大 い な る末 日の 業 に つ い て の証 詞 が ま だ弱 い若 い時 に， 人

生 の偉 大 な永 遠 の原 則 を学 び， かつ 実 践 し， 神 の し もべ と し

て働 き なが ら与 え られ た賜 物 を伸 ばす こと に よ って ， 確 か な

証 の 基 い を す え な さい。 そ して そ の こと に あ なた の働 きの基

盤 を 置 きな さい」

若 い女 性 の た め の節 約 の会 は だん だん 回 数 が 減 って きた。

１８７５年 に ＹＭ Ｍ ＩＡ が組 織 され た時 ， 両 方 が 協 同 の組 織 と し

て認 め られ る よ うに と， 今 ま で の若 い女 性 の 節 約 の 会 は そ の

名 を ヤ ング レデ ィズ相 互 発 達 協 会 と変 え た。 １９２４年 の初 め に

ヤ ン グ レデ ィズ とい う名 称 につ き， レデ ィズ を女 子 と改 あ る

こ との提 案 が 中央 管理 会 に 出 され た。 よ く検 討 され た 後 １９３４

年 ３月 ２８日 に組 織 の 名 称 は 青年 女 子 相 互 発 達 協 会 と 変 え ら

れ， １９３４年 ５月 教 会 大 管 長 会 に承 認 され た 。

ＹＷ ・Ｍ ＩＡ と ＹＭ ・Ｍ ＩＡ は この 種 の組 織 で は 世界 に た

だ一 つ の もの で あ る と言 わ れ て い る。 二 つ の組 織 で あ りな が

ら， そ の 目的 は一 つ で あ る。 若 い 男性 と女 性 は若 い時 代 に学

ぶべ き霊 的 ， 学 問 的 こ とが らや レ ク リェ ー シ ョ ンを共 通 に必

要 と して は い るが， それ ぞれ に ま った く違 った組 織 を持 っ て

い る。彼 らは ブ リガ ・ム ヤ ン グ大 管 長 に よ って述 べ られ た こと

ば を 実践 しよ うと， 協 調 しなが ら勤 勉 に 働 く の で あ る。 Ｙ

Ｗ ・Ｍ ＩＡ が始 ま っ た１８６９年 及 びＹ Ｍ ・Ｍ ＩＡ が 始 ま っ た

１８７５年 以 降 多 くの若 人 が その 組 織 に属 し多 大 な影 響 を受 け

て きた。

６０

Ｍ ＩＡ役 員 が世 界 中 を まわ って 大 会 に出 席 して い た 時， 彼

らは そ れ ぞ れ の 国語 で記 され 若 人 た ちの 心 に刻 ま れ て い る

Ｍ ＩＡ標 語 を見 た。 「神 の栄 光 は 英 智 な り」

Ｍ ＩＡ の カ ラー は金 と緑 で あ る。 金 は 力 ， ほ ま れ， 強 さ，

そ して若 者 の め ざす 輝 け る頂 上 を 象徴 し， 緑 は若 さ と成 長 と

進 歩 を あ らわ す。

ＹＭ ・Ｍ ＩＡ の第 一 副 管 理 会 長 で あ るジ ュニ ァ ス ・Ｆ ・ウ

ェル ズ は カ ラー の意 味 を こ う述 べ て い る。

「若 い時 代 は人 生 の 春 で あ り
，春 は輝 か しい緑 と成 長 の時 で

あ る。 金 は知 識 の光 であ り， 太 陽 の色 で あ る。 緑 と金 はＭ Ｉ

Ａ の カ ラー と して 若 さ と成 長 ， 力 と栄 光 を意 味 す る。 Ｍ ＩＡ

の 目標 は， は るか な将 来 ，英 智 の光 に頼 るす べ て の人 々 が 力

と栄 光 を加 え られ る時 ま で， 光 に光 を加 え， 知 識 に知 識 を 加

え る こ とで あ る 。」

噛’・∩

一霧
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系 図のペ ージ

あ な た の

先 祖 は

回 「ｍ

待 っ て い る

系 図
回

近，私たちは教会幹部が以前に話 された説教を読んでいるうちに，十二使徒会の一員であったマ リナー ・最

Ｗ ・メリルの説教を見つけました。その説教は１８９５年になされたものです。それをここに引用 します。

「私には幕の彼方の霊界の有様が
，現世と同じように手に取るようにわかります。そして霊界では先祖の人たち

が救いのために必要な私たちの働 きを心配そうに見守っていることもよくわかります。長老たちは世界中の民の

間に出て行って福音を説 き，町か ら家か ら一人，二人 とわずかずつ人々を教会に集めています。彼らのうちある

人々は死んだ先祖のために一生懸命働いています。私は時々末 日聖徒がこのことをそれほど重要に考えていない

のではないかと心配 しでいます。

ウィルフォー ド・ウッドラフ大管長は長年神殿で働 きました。おそらく教会で自分の先祖や亡 くなった人々の

ために一番よく働いたのは彼ではないでしょうか。

私たちはまだまだなすべきことの半分もな し遂げていません。主からはじあてこの仕事の啓示を受けた予言者

ジョセブ ・スミスは，これに深い関心をもっておりま した。その生涯の終 りに近 く，彼は聖徒たちにむかい先祖

を救 う重要 さについて特に語 りま した。 ジョセブは聖徒たちが関心をもち，全力を尽 して先祖のために働 くべき

であると感 じ， しばしばそのことについて語 りました。聖徒たちがシオン山の救い手となることについて，予言

者ジョセブ・ス ミスは兄弟たちに次のように言いました。

どのようにしたらシオン山の救い手となれるでしょう。神殿を建て，浸礼盤を建設 し，死んだ先祖のためのバ

プテスマ，按手確認 聖なる洗い，灌油の儀 神権聖任，結び固め，その他すべての儀式を受けます。そのことによ

って先祖たちが第一の復活にいできたり，共に栄光の位にあげられるよう彼 らを救 うのであります。この中にこ

そ・父の心を子に，子の心を父に結ぶ くさりがあり，それによってエラィジヤの使命が成就されるのであります。
ロ ドジ

使徒は 「私たちな くしては彼 らが全うされることはない」と告げています。子孫 と先祖を結ぶために私たちは

結び固めの能力を持っていなければなりません。予言者の後を継いだ神の僕たちは，ジョセブの意志を継いで，

神殿建設の仕事を続けてきま した。神殿を建てるために何十億 というお金が費やされてきましたがそれには確か

な目的があったのです。末 日聖徒は主の神殿が建て られた目的をよく考えるべきであります。 もしも私たちがこ

れ らの神殿を建てなかったら，主は私たちを拒まれたにちがいありません。世界中の聖徒たちはこのことを深 く

考えるべきであります。

あなたは子供たちや妻があなたに結ばれることを望み，また妻は夫に結ばれることを願っております。あなた

はまた先祖が救われるために手伝いたいと望んでいらっしゃるにちがいありません。私たちはすでにこの業を始

めてぎ ります。あなたも私 もいずれ死を味わいます。誰 もいつまで生きられるか知ってはいません。私は自分が

ｑ１

」



．

、

再びこの壇上に立て るかどうかさえわからないのです。神から知 らされない限 りあなたは先祖のために働 ぐ時間

と機会がこの先 どれ位あるのか知ることができません。やがてこの世を去 り先祖に会う時，あなたは彼 らのため

に した働 きを問われるでしょう。 あなたは先祖のために何かをしましたか。教会の多 くの人々はまだ何 もしてお

りません。 この仕事に深い関心を もっているのはほんの少数の人だけです。私はあえて申 し上げます。多くの人

々がよろこんで神殿の建設に参加 しま したが，まだ神殿に入 ったことのない人が大勢います。

兄弟姉妹のみなさま。このことは私 にとって重大なことですが，またあなたにとって も重大なことなのです６

それは主が私たちに課せ られた責任であり，主の僕たちはこのことについて も主の御意を遂行 してきたのです。 、

父の心を子に，子の心を父に向けて，主の言葉を購就する機会は私たちの手の届 くところにおかれているのです。

∴・私たちの多 くはまだ肉親や友だちのためにバプテスマを受けたことがありません。私たちは現世よりも来世に

多 くの肉親や友だちを もっており，そこで彼 らに会 うのです。先祖の系図を探求するために多くの時聞とお金を

費やしている人 もいますが，ある人たちはその責任から逃れようとしています。 ここで私が聖徒に忠告 したいこ

とは，まずあなたの先祖の系図を調べ，神殿に行 って彼 らのために必要な儀式を受け，それからへ りくだって主

に，更に多 くの先祖の記録が得られるよう祈 り求めなさいということです。主は未だかつてなかったほど，世界

中の多 くの人々を啓発 して，記録や系図を書かせておられます。人々はそれらを探求 していてもなぜそうするの

かおそらく知っていないにちがいありません。 しか し，確かに主が入々をそのように動かしておられ，関心を持

つ多くの人々は主の助けを通 して先祖の記録を得ることができるのです。 もちろんそれは多少のお金と時間を必

要 とします。けれども私たちはこの仕事をするために現世にいるのです。主はそれを私たちの手にゆだねておら

れるのです。私たちはそのことをよく心 し，与えられている機会を逃 したまま生涯を送 ってしまうことのないよ

うにすべきです。

もしも神殿に入る推薦状が もらえない人がいるとしたら，その人は過ちをおか しています。私はすべての聖徒

に自分の過ちを正 して主の前にへりくだり，悔い改あて主に向い，あなたの働きが要求 されているこの仕事を行

うようにすすめます。先祖たちはあなたが， この仕事をなすことを案 じながら見ております。あなた自身の先祖

に関心を持って機会を逃さず勤勉に行いなさい。私たちのこの世の生涯は短いのです。わずか数年でその生涯は

閉 じられて しまうのです。 ここに集 っておられる方々は百年後にはきっと一人 もいらっしゃらなくな る で し ょ

う。そ して私たちは過去の人 として数えられるのです。兄弟姉妹の皆さま， どうぞ一人一人先祖のための奉仕の

機会を逃さず主の家で働いて下 さい。共に先祖の救いのたら６に働こうではありませんか，

回
系 図
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：：：：：：：：：伝 道 部 長 会 メ ッ セ ー ジ Ｄ’●…

第一副伝道部長

渡 辺 罐

人間は元来英智として永遠から永遠に独立して存在してき

た。この英智に，神は霊体を与えたまい，そのみそばに住ま

わせたもうた。前世で神を仰ぎ見つつ生活 したわれわれが更

に進歩 し，神の如 くなるためには救いの計画に従 う必要があ

った。それ故，天父なる神はその御子イエス ・キリス トによ

ってこの地球を創造 し，アダムとイヴをエデンの園に置き，

園の樹の実より自由に食べることを許 したもうたが，善悪を

知るの樹よりは食べてはならないと仰せになった。 しか し・ｆ

ヴはそそのかされて先ずその実をたべ，次いでアダムにもそ

れを与えた。アダムはよ く老えた末に，善悪の木の実をたべ

た。その結果， アダムとイヴとその子孫は霊の死と肉体の死

を うけることになった。 しか し， これ らの死より贈われ，ま

た救われなければ人は進歩 して神の如 くな り得ないので，前

以って用意 されていた救いの計画に基き，福音が世のは じめ

より教えられ，また時の絶頂に救主イエスが来 りたもうた。

救主は予言の如 くこの地上での働きをなされ，われわれ人類

の購いと救いのたさ６に十字架上でその貴い生命をすてたもう

た。それは救主の意志に反 してとられたのではない。 「これ

によりて父はわれを愛 したもう。それはわれ再び生命を得ん

ために命をすつる故なり。人これをわれより取るにあらず，

われ自らすつるなり。われはこれをすつる権あり，またこれ

を得 る権あり」 と。 （ヨハネ伝１０章１７～１８） しかしこのよう

にして死にたもうた主が三日目に 「眠 りたる者の初穂」とし

てよみがえりたもうて全人類に復活の門戸を開きたもうたの

である。救主イエ～い キリス トは確かに復活 したもうた。天

使 も使徒．もその他多くの目撃者がその真実なることを証して

いる６朝早 く墓所へやってきたかの婦人に，墓の戸口から石

を転 した天使は 「彼はここには在さず，その云える如くよみ

がえりたまえり」と云っている。また一時は落たんの余 り元

の職業にかえろうとさえ考えたペテロが自分の生命をかけて

「イスラエルの人々よ，これ らの言をきけ，ナザレのイエス

砿，汝 らの知るごとく，神かれに由りて汝 らの中に行いたま

いし能力ある業と不思議と徴 とをもて汝 らに証 したまえる人 ．

なり，この人は神の定めたまいし御旨とあらかじめ知 りたも

うところによりてわたされしが，汝 ら不法の人の手をもて釘

礫にして殺せり。 されど神は死の苦 しみをときてこれをよみ

がえらせたまえり」 （使徒行伝 ２章２２～２４）と証 している。

さらにエルサレムやガリラヤ地方の聖徒もモルモン経 にでて

くる数多くの弟子たちも主イエス ・キリス トが復活したもう

たことを断言 している。ただそればか りではな くわれわれに

は近代の予言者の証 もある。 「われ らジョセブ ・スミス （２

代目）およびシドニー ・リグ ドンは，わが主の１８３２年 ２月の

１６日， 「みたま」を感 じ，神に関する物事を見て覚 るよう，

「みたま」の能力によりてわれらの眼は開けわれらの覚 りは

明るくなれ り。すなわち，誠に始めより御父の懐に在 りし，

御父の生みたまい し独子によりて，御父の定めたまいたる創

世の前に始めより在りし物事を見て覚れり’。われ らこの御方

に就きて証をなす。その証はすなわち御子イエス ・キリスリ

の完全なる福音に して，われらは天界の示現の中に御子にま

みえ御子と言葉を交えたり，………

さて，この子羊に就きてなされたる様々の証の挙句，われ ら

のなす最後の証はすなわち 「主は実に生きたもう」こと是な

り。われ らは，彼がすなわち神の右に座 した もうを見たり。

また，御父の生みたもう独子なりと証 したもう声を聞けり」

と。 （教義と聖約７６章１１～２３）まことに主イエス ・キ リス ト

は復活したもうて今もその教会を導きたもうのである。イー

スターを迎えるにあたり，われわれは今一度救主の復活が人

類の瞭いと救いに欠 くべか らざるものであることを再認識す

ると共に，主が死より復活 したもうたように，時が くると万

人はことごとくよみがえって自分に最も適した所に行 くに違

いないということを悟って，神とイエス ・キ リス トの在す日

の栄光の最高の位に昇ることができるよう努力しようではな

いか。

６３



ブ ラ ウ ン副 監督 を迎 え翻 訳 セ ミナー開 か’る

３月２０日， 来 日され た ブ ラウ ン副監 督及 び翻訳事 業部 フ ァ イア

ン兄 弟，クムズ兄弟 を迎 えて，第一 回ア ジア翻訳 セ ミナ ーが東 京で

開 かれ ま した。小松 伝 道 部長挨 拶 に始 ま り， クム ズ兄 弟，渡 辺兄

弟 が， 翻訳部 の機構 ，方 針， 活 動計画 な どの説 明を行 い ま した。

引続 き渡部 兄 弟が一 口の業 務 につ いて， 沼野兄 弟 が翻訳 上注 意 を

要す る英 語慣 用句 につ いて， 小黒 姉妹 が翻訳 員 とレ ビューア ーの

関係 につ いて ， また，松 下兄 弟 が 日本 語 と英 語 の差異 か ら くる翻

訳上 の諸 問題 につ いて発 表 しま した。

最 後 に， フ ァイア ン兄 弟，ブ ラ ウン副 監督 の メ ッセ ー ジが あ り，

会 を閉 じま した。 この セ ミナー には， 中国語 の コーデ ィ ネー ター

イ ング兄弟 が香 港か ら参加 され ま した。

翌 日， クムズ兄 弟 を 中心 に， 渡辺， イ ング， 松下兄 弟 が集 い，

コーデ ィネ ー ターセ ミナーを行 い ま した。 韓国 のハ ン兄 弟 は， 旅

券 の都 合で 来 口で きませ んで した。

；芸

３

葦 多 篠 讃

嘉 ｉ醤 奪

轄
雫 醤

》
渡 辺 騨 （極 東 地 区 スーパーバイザー）

松 下 泰 洋 （日本語 コーデ ィネー ター代理 ）

渡 部 正 雄 （翻 訳 員）

八 木 沼 修 一 （ ク ）

沼 野 治 郎 （ 〃 ）

小 黒 雅 子 （ 〃 ）

増 田 幸 子 （ 〃 ）

坂 井 圭 （総 務 ）

潟 沼 誠 二 （パ ー ト タ イ ム 翻 訳 員ノ
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寄 せ 書 を 手 １こ し て

挨 拶 す る 小 松 伝 道 部 長

来日された三人の指導者，右よりファイアン兄弟，

ブラウン副監督，クムズ兄弟

●

中 国 語 コー デ ィネ ー ター の イ ング 兄 弟

お 知 ら せ

伝 道 本 部 の 電 話 番 号 が ４ 月 ３０ 日 か ら 次 の よ う に

変 更 に な り ま す

（０３）４ ４ ２ － ７ ４３ ８ （代表番号）

７ ４３ ９
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支 部 だ よ り （横 浜 支 部）

、

癒轟　茜簸 難
袖嬉

撒離

２月２５日安息日にキンボール使徒御夫妻をお

迎えした横浜支部会員一同は思いがけない祝

福に大喜び御夫妻は忽ちに笑顔の兄弟姉妹子

供たちに取巻かれてしま つた。

■９Ｕｍ 匿 、ｈ Ｉ弱１願．， １醐 １巳１引『 １』 、卍ｌｌ幽９ 、１邑１ヨ湘 ｌｉ、 ５ヨ』 ．・ｌｌｌｍ ・ ・ｈ ｌ１閣ｈ ・ｕｌｌｌｌｌｌｌ ｌｈ ｏ旦ｌｌ ・Ｉｌｍ ｌ闘 馳 １１１臨１ ・・ １・ＩＩｌｌｌｌｌ・ ｌｈ ・ｌｌｌ・ ・仙 １１１１・ ・■・ 嗣■ｌｏ ・巳１己ｌｍ ｌ ｌｌｂ ｌ翻』 一 ■ｌｌ臨ｏ’ ｌｌ’

典

賦

幾鴫

３月 ８日 岩波兄弟は水野支部長司式の下に

めでた く遠藤姉妹と結ばれました。

＿ノ＿ ノへ ＿，＿げハ｝一 》 一 肩　 ）～ 、

３月２０日 早起きマラソン大会 一着はアメ

リカで学生時代にな らしたシンプソン長老 ９

才の渡部正末兄弟も，よく敢闘１２位を克ち得

た。

襟 華難

疑

ピ ク ニ ッ ク の パ パ と マ マ

６６

『



早 く 登 っ て お い で よ １ せ い ぞ ろ い で 記 念 撮 影 い い 眺 め ね、き れ い だ わ

３月２０日

快ちよい春日和の祭 日支部の有志たちは、鷹取山ヘ

ピクニックにでかけました。パパとママ、ぼ くとわた

し、賑やかな家族グループも参加 して、自然の中で、

笑顔の一日を楽しみました。

宮 支 部

家族一同がモルモンでなければ、生活総てが福音ということはなかなかむっか しくなつてきます。生活の中に福音が

生きてこそ真の福音であります。そういう意味において三の宮支部ではやつとモルモンの教会 らしくなり始めたといえ

そうです。

教会のプＰグラムが、若

い独身者中心から、家族・家

庭中心のプログラムへと変

りつつあるの もそれを意味

していることと思います。

最近宮内孝行兄弟村野康

子姉妹の結婚を始め、杉本

兄弟姉妹、山邑兄弟姉妹、

ソル トレークのモルモン農

場で改宗された西川兄弟姉

妹、そして近 く釜石兄弟と／
宮 内 ご 夫 妻 西 川 ご 夫 妻

／ 次 々に教 会 の 中心 に な つ て

働 いて お られ る兄 弟 ・姉妹

が 結 婚 され て 行 きます 。

モル モ ンの 家族 の た め に

ホ ー ム テ ー チ ン グ と系 図 に

力 を入 れ て お りま す、 そ し

て 若 い入 達 も近 ごろ は組 織

を通 して 良 く働 い て い ま

す。 ア ロ ン神 権 者 は 月 一 度

の伝 道 プ ログ ラムお よひ ワ

ッ クス で教 会 の床 磨 き、 ま

た ガ ー ル ス ・プ ログ ラム と

して若い姉妹達 も教会堂の整理整頓と頑張つてお ります。 ワー ド・ステーキをつ くり日本の地にシオンの杭が一本二本

と建てられて行かんことを望みつつ、又私たちがその杭を打ち建てる者 とならんことを心に誓いながら一歩一歩を着実

に進んで行 く決意をして努力 しています。
鳥



聖

徒

の

道
●

我 々 は 宇 宙 に存 在 す る ひ とつ の 遊 星 に住 ん で い る。 日の 出 と 日没 ， 種 ま き と

収 獲 ， 移 りか わ る四季 ， そ して す べ て の もの の 成 長 と変 化 とを備 え られ ， 人 々

とそ の探 求 心 ， 学 ぶ 力 ， 愛 す る もの へ の愛 ， 神 の 摂 理 を証 しす る諸 々 の こ とが

ら を恵 まれ な が ら， 美 しい こ の星 に生 活 して い る。 こ の こ とは 自然 の 力 なの か，

そ れ と も 自然 以 上 の 力 な の か ？

最 初 に何 か ， あ る い は何 もの か が どの よ うに し て こ の地 上へ 来 た の か。 いつ ，

すべ て の殆 ま りが あ っ た の か。 誰 が 宇 宙 を創 造 し たか とい う質 問 は言 い ふ る さ

れ た 問 い で あ る。 誰 が宇 宙 を組 成 し， 誰 が そ の 運行 を定 め たの か 。 我 々 の承 知

して い る通 り周 囲 は奇 蹟 に満 ち我 々 は奇 蹟 の 中 に 生 きて い る。 春 に先 が け て 咲

く一 輪 の 花， 冬 の死 と眠 りを破 っ て ほ こ ろ ぶ つ ぼ み 。 誕 生 こ そ は奇 蹟 で あ る。

手 は つ か み 目 は み う め 耳 は聴 こ う と し英 知 は真 理 へ と反 応 す る一 新 生 児 こ そ

は厳 粛 な畏 怖 す べ き奇 蹟 で あ る。 我 々 が 生 きて こ こ に存 在 し， 考 え学 び愛 す る

こ と， これ らす べ て は奇 蹟 で あ り神 秘 で あ る。 本 能 を動 物 に 与 え た の は誰 か 。

身 体 をい や す 知 恵 を与 え たの は誰 か。 接 合 と分 離 の 知 恵 を細 胞 に与 え， 眼， 歯 ，

頭 髪 とな したの は誰 か。 自然 か， 超 自然 か ？

パ スカ ル は言 つ。

「生 まれ る とよ み が え る とで は ど ち らが 困難 か
」 （「バ ンセ」 ２４巻 ）

死 すべ き こ とは確 か に 不 死 不 滅 と同 様 に， 大 い な る奇 蹟 で あ る。 我 々 に生 命

を与 え給 う た主 な る神 は た しか に 永遠 に存 続 す る生 命 を も与 え給 う こ とが で き

る。 信 じ る者 に は信 仰 が祝 福 さ れ， さ ら に信 念 を越 えて 確 固 と し た知 識 さ え も

祝福 され る。 た ずね 求 め る者 ， 悲 しみ に うち ひ しが れ て い る者 ， お それ お の の

い て い る者 ， 疑 い を抱 い て い る者 ， 道 に疲 れ て い る者 ， 彼 らに とっ て こ れ こ そ

は確 信 で あ り， 救 い主 に対 す る確 固 た る証 しで あ る。 我 々 の た め， す べ て の者

の た め に救 い主 は死 か ら生 命 へ と よみ が え り給 い， す べ て の者 を死 か ら贈 わ れ

た。 ヨブ に よっ て そ の確 か な こ とが知 ら さ れ る で は な いか 。

「私 は私 の 瞭 い主 が生 きて お られ る こ とを知 っ て い る
。

生 命 を愛 す る あ な た へ ， 愛 す る者 を失 っ た あ な たへ。 こ の な ぐさめ ， この確

信 を今 もそ して どん な 時 に も心 に とめ な さ い。

（１９６７年 ５月１９日，Ｋ，Ｓ，Ｌ及び コ ロン ビア放送 によるテ ンプル ク クウェア よ りの ス ポーク ンワー ド。 版権 １９６７年 ）
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